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計画策定の目的 

 

生涯学習を通じた暮らしやすいまちを目指し、文化及び生涯スポーツの更なる振興、これまで生涯学習に取り組んでこなか

った層に対する働きかけの強化、計画の進行管理及び着実な実行を推進するための数値目標の設定を盛り込み、本市における

生涯学習を推進するための指針となる計画として「第２次春日井市生涯学習推進計画」を策定しました。 

 

 

 

 

基本理念 

 

市民一人ひとりが心豊かな生活を送るためには、学びを通じて一人ひとりの潜在能力を最大限伸ばすとともに、学習活動を

通じた地域活動の推進、現代的・社会的な課題に対応した学習などの推進を図っていく必要があります。これを踏まえ、本計

画の基本理念を次のとおりとします。 

 

 

 

『一人ひとりの学びが地域の絆と 

未来を創り出すまちづくり』 
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基本目標 

基本理念である「一人ひとりの学びが地域の絆と未来を創り出すまちづくり」を実現するため、４つの基本目標を次のとお

り定め、総合的な取組を推進します。 

 

（１）学びにつながるきっかけづくり 

   学習活動の実践へとつながるよう、さまざまな機会・手法を活用して情報を発信し、学習のきっかけづくりにつなげます。 

（２）多様なニーズに応じた学ぶ機会の充実 

   市民ニーズに応じた多様な分野の学習機会を設け、だれもが、いつでも、学ぶことができるよう充実を図ります。 

（３）学んだ成果を生かせる仕組みづくり 

   市民が学習を通じて身につけた知識・技能などの成果をまちづくりに生かすため、学習成果を発表する機会の確保や、学習

成果を地域で広く生かせるよう支援します。 

（４）学びを豊かにする環境づくり 

   市民の身近な学習や活動の場である公民館やふれあいセンターなどを 

市民にとって利用しやすい学習施設となるよう整備・充実を図ります。 
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施策の体系 

基本目標１ 学びにつながるきっかけづくり 
１－１ 生涯学習に関する情報提供の充実 

学ぶことの楽しさや大切さに興味・関心を持ってもらうため、講座開催や生涯学習活動団体の情報をさまざまな機会や

手法を活用して発信します。 

 

 

 

〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

生涯学習情報誌「まなびゃ選科」の認知度 32.3％ 37.0％ 42.0％ 

生涯学習情報サイト「まなびゃ選科」の認知度 32.3％ 37.0％ 42.0％ 

 

１－２ 学習活動の多様なきっかけの提供 

一人ひとりが自分に合った学習方法や学習する場を選ぶことができるよう、学習活動へのきっかけづくりを行い、学習

継続の動機付けとなるような取組を推進します。 

 

 

〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

生涯学習に取り組んでいる人の割合 65.0％ 70.0％ 75.0％ 

 

〈具体的な取組〉 

(1)多様な媒体を活用した情報の提供          (2)生涯学習活動団体の情報の提供 

〈具体的な取組〉 

(1)相談窓口機能の充実                (2)生涯学習のきっかけとなる講座の開催 
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基本目標２ 多様なニーズに応じた学ぶ機会の充実 

２－１ ライフステージに応じた学習機会の充実 

人々が生涯にわたって充実した生活を送れるよう、ライフステージによって変化する学習課題に応じた、きめ細かな学

習が主体的に行える学習機会の提供を推進します。 

 

 

 

 

〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

親子で参加する講座の延受講者数 5,733人 5,900人 6,100人 

ふれあい教育セミナーに取り組む小中学校等数 67セミナー 69セミナー 71セミナー 

かすがい熟年大学の延受講者数 7,159人 7,500人 7,900人 

 

２－２ 現代的・社会的課題やニーズに対応した学習機会の充実 

市民の学習ニーズも多様化し、現代社会には多様な課題があることから、現代的・社会的課題への対応を図るための講

座や市民ニーズに応じた講座を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

〈具体的な取組〉 

(1)乳幼児期における学習機会の充実          (2)青少年期における学習機会の充実 

(3)成人期における学習機会の充実           (4)高齢期における学習機会の充実 

〈具体的な取組〉 

(1)夜間や休日に開催する講座の充実             (2)障がいのある人が学べる機会の充実 

(3)就労支援や職業能力を高める学習機会の充実        (4)情報化・国際化社会に対応した学習機会の充実 

(5)環境に関する学習機会の充実               (6)健康に関する学習機会の充実 

(7)男女共同参画に関する学習機会の充実           (8)市民ニーズの的確な把握 
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〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

公民館及びふれあいセンターなどで開催する講座の延受講者数 26,361人 27,500人 29,000人 

 

２－３ 生涯スポーツの振興 

全ての市民が生涯にわたって、スポーツに取り組むことで、健やかに過ごし、地域における人々の交流が促進されるよ

う総合的な取組を進めます。 

 

 

 

 

〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

スポーツ教室の参加人数 68,266人 70,500人 73,000人 

 

２－４ 文化芸術の振興 

文化芸術を鑑賞したり、体験したりする学習機会の充実を図るとともに、歴史や文化が後世に受け継がれていくための

学習機会の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

〈具体的な取組〉 

(1)多目的総合運動広場の整備             (2)コミュニティスポーツの推進 

(3)スポーツに関する学習機会の充実 

〈具体的な取組〉 

(1)文化芸術の鑑賞機会の提供             (2)文化芸術に関する学習機会の充実 

(3)特色ある文化の推進                (4)郷土文化の継承及び文化財保護意識の啓発 
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〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

文化芸術活動をしている人の割合 14.5％ 20.0％ 25.0％ 

 

 

基本目標３ 学んだ成果を生かせる仕組みづくり 

３－１ 地域の担い手となる人材の発掘及び育成 

地域における学習活動の活発化を図り、専門的知識を持つリーダーを始め、地域や団体活動のリーダー、ボランティア

となる人材の育成と新たな人材の発掘を図ります。 

 

 

 

〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

生涯学習情報サイトに登録されている講師者数 232人 260人 290人 

 

３－２ 学習成果を生かす機会の充実 

市民が学習の成果を社会に還元できるよう、学習活動を通じて身につけた知識、技術、経験などの成果を発表する機会

や成果を生かせる場の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

〈具体的な取組〉 

(1)学習成果を発表する機会の提供           (2)市民自らが企画した講座の開催 

〈具体的な取組〉 

(1)指導者となりうる人材の育成            (2)ボランティアの育成 
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〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

公民館まつりの参加団体数 153団体 170団体 185団体 

 

３－３ 学習成果を生かしたまちづくりの推進 

地域課題や生活課題について、市民自らが解決に取り組んでいけるような学習機会を提供するとともに、学習を通じて

得た成果を、まちづくりに生かすことを推進します。 

 

 

 

〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

学習活動を通じて身に付けた知識・技能を、地域でのまちづくりや地域の活性化のために

生かしたい人の割合 
7.2％ 9.5％ 12.0％ 

 

 

基本目標４ 学びを豊かにする環境づくり 

４－１ 身近な生涯学習関連施設の充実 

公民館を始めとした生涯学習関連施設が、市民にとって利用しやすい学習の場となるよう、利便性の向上や適切な維持

管理による効率的な運営を目指します。 

 

 

 

 

〈具体的な取組〉 

(1)防犯、防災など安全と安心に関する学習機会の充実  (2)住民主体による地域課題の解決に向けた学習の支援 

〈具体的な取組〉 

(1)市民が利用しやすい施設の運営           (2)施設の有効活用 
(3)施設の適切な維持管理 
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〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

公民館及びふれあいセンターなどの利用者数 545,177人 548,500人 552,000人 

 

４－２ 自主的な学習活動への支援 

市民の自主的・自発的な学習活動を活性化するため、豊富な資料や情報の収集やＩＣＴの有効活用、サークルやグルー

プへの支援を行います。 

 

 

 

 

〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

生涯学習活動団体の会員数 14,868人 15,000人 15,000人 

 

４－３ 関係機関とのネットワークの構築 

市民の学習ニーズに対応し、多様な学習活動を総合的に推進するため、市民、地域、大学などの高等教育機関、民間団

体、企業等とのネットワークの強化を図ります。 

 

 

 

〈成果指標〉 

指  標 
現状値 目標値 

2016年度 2021年度 2026年度 

大学連携講座の講座数 17講座 20講座 24講座 

〈具体的な取組〉 

(1)大学や企業などとの連携強化            (2)近隣自治体との連携強化 

〈具体的な取組〉 

(1)図書館・図書室の充実               (2)ＩＣＴを活用した学習の推進 
(3)生涯学習活動団体への活動支援 
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令和元年度 推進計画進捗状況 
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《凡例》 

 

施策２－１ ライフステージに応じた学ぶ機会の充実 

(1) 乳幼児期における学習機会の充実（乳幼児が健やかに育める学習機会や子育て家庭を支援するような学習機会の充実を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己

評価 

乳幼児を対象とし
た講座 
【公民館・ふれあい
センター】 

運動、手遊び、読み聞
かせなど親子で楽し
むプログラムや親子
のふれあいを提供す
る講座を実施する。 

(1)公民館 
実 施 数：16講座 
実施講座：家族で楽しくリトミック、Let’s！親子ビクス、 
     親子でリズム遊び♪ 
受講者数：2,200人 
(2)ふれあいセンター 
実 施 数：６講座 
実施講座：ベビー＆キッズ♪リズム遊び、キッズ運動教室、

おやこでいっしょにＡＢＣ！ ほか 
受講者数：1,454人 

家族で楽しくリトミックは、母
親だけでなく父親の参加もあっ
た。 
親と子の間だけでなく、参加者
同士でコミュニケーションを図
る機会を設けることができた。 

○ 

  
 

 
 
 

※1 公民館・ふれあいセンター 

中央公民館、知多公民館、鷹来公民館、 

坂下公民館、東部公民館、 

味美ふれあいセンター、高蔵寺ふれあいセンター、 

南部ふれあいセンター、西部ふれあいセンター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画に掲載している具体的な取り組みとその目的 

 

事業名：第２次推進計画掲載事業名 

【 】内は担当課名・実施施設名 

事業概要：各事業の概要説明 

事業実施の成果・特記事項： 

事業の実施により得られた成果、改善・工夫した事項について記載。 

自己評価： 

１年目（平成30年度）実績を基準とした自己評価 

◎ 
想定した以上の成果が得られた。または、前年度実績を上回る成果が
あった。 

○ 
概ね想定した成果が得られた。または、前年度実績と同程度の成果が
あった 

△ 
想定した目標に到達できなかったところがあった。または、前年度実
績を下回る成果しか得られなかった。 

× 
全般的に想定した目標に到達できなかった。または、前年度と比較し、
大幅に下回る成果しか得られなかった。 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

親子で参加する講座の延受講者数（公民館、ふれあいセンター、青年の家、
レディヤンかすがい） 

5,733人 5,900人 6,100人 4,894人 

ふれあい教育セミナーに取り組む小中学校等数 67セミナー 69セミナー 71セミナー 68セミナー 

かすがい熟年大学の延受講者数 7,159人 7,500人 7,900人 7,173人 

 

 

達成度（掲載事業数 26） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

５ 各世代がそれぞれのライフステージに合わせて学ぶことができる様々な講座が実施され

ている。高齢期においても、社会の一員として活躍できるよう新たな学びの機会やＵタ

ーン育児塾のような学び直す機会もあり、今後も世代に応じた学びの機会を提供できる

よう事業をすすめられたい。 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

21 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

０ 

成果指標と目標値 

施策の評価 

成果指標と目標値：計画に記載している成果指標と目標値、当該年度実績について記載。 

施策の評価： 

当該年度の達成度（自己評価）についてまとめ、施策ごとの評価を記載。 
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基本目標１ 学びにつながるきっかけづくり 

施策１－１ 生涯学習に関する情報提供の充実 

(1) 多様な媒体を活用した情報の提供（生涯学習に関する情報を様々な機会や手法を活用して適時適切に発信し、学習のき

っかけづくりにつなげる。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己

評価 

生涯学習情報サイト
「まなびゃ選科」 
【文化・生涯学習課】 

生涯学習情報をインタ
ーネット上で提供する
システムを活用し、公民
館等で開催する講座や
イベント情報を提供す
る。 

アクセス件数：37,374件（前年度41,593件） 
団体登録件数：146団体（うち新規登録５団体） 
講師登録件数：294人  （うち新規登録28人） 

インターネットを通じて生涯
学習活動を行う団体、講師、講
座等の情報を発信し、市民に情
報を提供することができた。 

○ 

生涯学習情報誌「ま
なびゃ選科」 
【文化・生涯学習課】 

公民館等で開催を予定
しているさまざまな講
座やイベント情報を掲
載した生涯学習情報誌
を発行する。 

発行回数：年８回（隔月６回、市民講座特集号２回） 
仕  様：Ａ４ 
発行部数：各1,500部 

（残部数調査を行い、2,000部から1,500部に減らした。） 

主な内容：講座情報、イベント・展示情報 

配 布 先：市内公共施設、大垣共立銀行、中部大学 等 

講座受講者へのアンケートで
は、情報源として広報春日井が
圧倒的多数を占めており、イン
ターネットを利用した申し込
みも増えていることから、令和
元年度末で廃止することとし
た。 

〇 

さまざまな情報媒体
を活用した情報の発
信 
【広報広聴課】 

ツイッター、フェイスブ
ックなどのＳＮＳやス
マートフォンアプリを
活用して、講座をはじめ
とした生涯学習に関す
る情報の発信を推進す
る。 

市民一人ひとりの求める情報を的確に提供できるよう、春日
井市ホームページや公式アプリ「春ポケ」で講座情報、イベ
ント情報を提供した。 
 
ＨＰアクセス件数：9,535,913件（前年より1,480,123件増） 
イベントカレンダー： 47,233件（前年より  9,572件増） 
 

市ホームページや市公式アプ
リ「春ポケ」において情報発信
を行い、広く講座情報等の周知
ができた。 
アクセス件数も増加している。 

○ 

広報春日井 
【広報広聴課】 

生涯学習に関する情報
を始め、市の魅力、市政
情報に関するきめ細か
な情報を発信するた
め、広報誌を発行する。 

生涯学習に関する情報を始め、市政全般の情報や市の魅力を
幅広く市民へ発信するため、広報誌を作成・発行した。 
発行回数：年24回 
発 行 日：毎月１日号及び15日号 
仕  様：Ａ４【１日号：全面カラー、15日号：２色刷り】 

公共施設や金融機関、郵便局や
コンビニエンスストアなど、幅
広い機関へ設置し、情報が取得
できる環境を整備している。ま
た、令和元年度から新たに医師

○ 



14 

 

発行部数：98,000部 
主な内容：市のお知らせや催し、講座情報、市の魅力情報等 
配 布 先：町内会加入世帯への配布の他、公共施設や金融機 

関、郵便局、医療機関、コンビニエンスストアな 
どに設置 

会加入の医療機関へ設置を実
施している。 

 

(2) 生涯学習活動団体の情報の提供（市民が気軽に生涯学習活動に参加できるよう、グループやサークルの情報を提供する。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

生涯学習情報サイト
への団体登録 
【文化・生涯学習課】 

公民館やふれあいセン
ター等で活動している
団体の活動内容等をイ
ンターネット上で提供
する。 

「講師情報」「団体・サークル情報」「講座情報」などにつ
いてインターネットを通して広く提供した。 
団体登録件数：146団体（うち新規登録５団体） 
アクセス件数：37,374件（前年度 41,593件） 

生涯学習活動を行う団体の情
報を発信し、インターネットを
通じて情報提供できた。 

○ 

生涯学習情報誌での
活動紹介 
【文化・生涯学習課】 

生涯学習情報誌におい
て、一緒に学ぶ仲間を
募集している団体の活
動紹介を掲載する。 

実施なし 講座情報のみで、活動情報の紹介
はできなかった。 
情報誌は、令和元年度末で廃止。 

× 

 

 

 

 

成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

生涯学習情報誌「まなびゃ選科」の認知度 32.3％ 37.0％ 42.0％ 2021年度に測定 

生涯学習情報サイト「まなびゃ選科」の認知度 32.3％ 37.0％ 42.0％ 2021年度に測定 

 

 

 

成果指標と目標値 
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達成度（掲載事業数 ６） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

０ 市公式サイトや市公式アプリ「春ポケ」といったインターネットを利用して情報を得ている人

が増えている。 

市民が必要な情報を的確かつスピーディに届けられるよう、広報紙や市のホームページだけで

はなく、マスコミやSNSなど様々な媒体を活用し、一層の情報提供の充実を図ることが必要であ

る。 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

５ 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

１ 

 

 

施策１－２ 学習活動の多様なきっかけの提供 

(1) 相談窓口機能の充実（学習機会や生涯学習活動を行うグループ、サークルに関すること、学習成果の活かし方など様々

な相談を行うことができる窓口の充実を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

生涯学習指導員 
【文化・生涯学習課】 

市民からの生涯学習に
関する相談への対応や
学習情報の提供を行う
生涯学習指導員を配置
する。 

生涯学習指導員配置状況 
文化・生涯学習課  ２人 
松原学習センター  ３人 

生涯学習指導員を配置した。 
市民からの相談がなく、事業の
企画・助言、講座の講師等が指
導員の主な業務という状況が
続いている。 

○ 

施策の評価 
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ボランティア相談及
び市民活動・ＮＰＯ
相談 
【市民活動支援セン
ター】 

ボランティアや市民活
動を支援するため、ボ
ランティアの紹介や市
民活動に関する相談事
業を実施する。 

(1)ボランティア相談  火曜日～金曜日  
午前９時～正午、午後１時～５時 相談件数 2,518件 

(2)市民活動・ＮＰＯ相談  
（職員、市民活動支援に優れた相談員） 火曜日～日曜日 
 午前９時～午後５時（相談内容により予約制） 
（ＮＰＯスタッフ）火曜日～金曜日  
午前９時～正午、午後１時～４時     
第２土曜日   午前９時～午後１時 相談件数 51件 

ＮＰＯスタッフによる相談時
間の拡充を行った。 
今後、アウトリーチを行うなど
積極的に働きかけを行う。 

○ 

 

(2) 生涯学習のきっかけとなる講座の開催（生涯学習が身近なものと感じ興味関心を持つことができるよう気軽に参加でき

る学習機会を提供する。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

初心者向け講座 
【公民館・ふれあい
センター等】 

生涯学習を始めるきか
っけとなるよう、さまざ
まな分野の初心者向け
の講座を実施する。 

公民館・ふれあいセンターにおいて、市民に利用しやすい学
習環境を作るため、語学、健康、音楽、芸術など幅広い分野
で、初心者向けの講座を実施した。 
(1)公民館 
実 施 数：38講座 
実施講座： 大人の趣味づくり講座、初歩のデッサン、気軽 

に始める写経、初めて学ぶカラーセラピーほか 
受講者数：1,835人 

(2)ふれあいセンター 
実 施 数：16講座 
実施講座： 手ぶらで学べる！「着付けレッスン１年生」、

今日から始める若返り運動教室、風の吹くま
ま、気の向くままに「お手軽、お気軽、お気楽、
お絵描き！！」 ほか 

受講者数：1,022人 
(3)青年の家 
実 施 数：８講座 
実施講座：初心者のためのクラシックギター入門講座、気 

軽に歌おうボイストレーニング入門講座 
受講者数：745人 
 

興味はあるが受講するまでに至
らない人が申し込みやすくなる
よう、タイトルに「大人の趣味づ
くり講座」、「気の向くままに」、
「お手軽」といった言葉を盛り込
み、興味をそそるようなサブタイ
トルをつける等、企画内容だけで
なくタイトルからも市民の目を
引くよう工夫した。 

○ 
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(4)市民による市民のためのチャレンジ講座 
実 施 数：６講座 
実施講座：書道、マジック、ミニテニス、水墨画、 

ピラティス、フォークダンス 
受講者数：80人 

 

 

 

 

成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

生涯学習に取り組んでいる人の割合 65.0％ 70.0％ 75.0％ 2021年度に測定 

 

 

達成度（掲載事業数 ３） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

０ 
ＮＰＯ法人と協力し、実際に市内で活動している人が相談員となることで、市民に寄り添っ

た、より充実した相談体制がとられている。 

また、生涯学習を始めるきっかけとなるような初心者向け講座は、様々な分野のものを企画

し、多くの参加を得ている。施設で活動している団体が講師を務める講座は、団体のモチベー

ションアップにもつながり、学習意欲の向上に寄与している。 

今後もニーズを捉え、より一層の充実を図り、多くの市民が参加できる講座が実施されるこ

とを期待する。 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

３ 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

０ 

 

成果指標と目標値 

施策の評価 



18 

 

基本目標２ 多様なニーズに応じた学ぶ機会の充実 

施策２－１ ライフステージに応じた学習機会の充実 

(1) 乳幼児期における学習機会の充実（乳幼児が健やかに育める学習機会や子育て家庭を支援するような学習機会の充実を

図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

乳幼児を対象とした
講座 
【文化・生涯学習課】 

運動、手遊び、読み聞
かせなど親子で楽しむ
プログラムや親子のふ
れあいを提供する講座
を実施する。 

講師発掘・登用事業で乳幼児を対象とした講座や子育て術に
ついての講座を行った。 
実 施 数：３講座 
実施講座：５分でスヤスヤ～赤ちゃん寝かしつけ講座 ほか 
受講者数：49人 

母親同士の情報交換の時間を
設け、交流を図ることができ
た。 

○ 

乳幼児を対象とした
講座 
【公民館・ふれあい
センター】 

運動、手遊び、読み聞
かせなど親子で楽しむ
プログラムや親子のふ
れあいを提供する講座
を実施する。 

(1)公民館 
実 施 数：16講座 
実施講座：家族で楽しくリトミック、Let’s！親子ビクス、 
     親子でリズム遊び♪ 
受講者数：2,200人 
(2)ふれあいセンター 
実 施 数：６講座 
実施講座： ベビー＆キッズ♪リズム遊び、キッズ運動教室、

おやこでいっしょにＡＢＣ！ ほか 
受講者数：1,454人 

「家族で楽しくリトミック」
は、母親だけでなく父親の参加
もあった。 
親と子の間だけでなく、参加者
同士でコミュニケーションを
図る機会を設けることができ
た。 

○ 

乳幼児を対象とした
講座 
【保育課（子育て支
援センター）】 

運動、手遊び、読み聞
かせなど親子で楽しむ
プログラムや親子のふ
れあいを提供する講座
を実施する。 

(1)育児講座 
未就園児とその保護者を対象に、本の読み聞かせや親子での
遊びなどの講座を通じ、育児に必要な知識を提供した。また、
保護者を対象に事故の応急処置法の指導を行った。 
・５回開催 参加者 132組282人 
(2)親子教室 
遊びを楽しみながら親子が触れあう時間を持ったり、子育て
の不安や悩みを話し合える場を作ったり、母親の友達作りを
支援した。 

親子が触れあう時間を持った
り、子育ての不安や悩みを話し
合える場を作ったり、母親の友
達作りを支援できた。 
利用者に寄り添った子育て支
援ができるよう、複数回参加で
きるようにした。 

○ 



19 

 

・げんきっ子教室   34回開催 参加者1,539人 
・子育てサロン    22回開催 参加者248組549人 
・お父さんといっしょ ２回開催 参加者30組60人 

乳幼児を対象とした
講座 
【子育て子育ち支援
館】 

運動、手遊び、読み聞
かせなど親子で楽しむ
プログラムや親子のふ
れあいを提供する講座
を実施する。 

子育て家庭の育児不安を和らげ、よりよい親子関係を築くた
めに、読み聞かせや体操等を通して親子で触れ合う機会を作
るとともに、子どもや親同士の仲間づくりのための「出会い
の場」を設けた。 
内  容：読み聞かせ（毎週金曜日・計46回） 

げんきっ子体操（火～金曜日・計171回） 
親子教室「ふれあい広場」（毎週木曜日・計40回） 
育児講座（３講座・計14回） 
母親のリフレッシュ講座（２回） 
つくってあそぼ（１回） 
子育て教室（８回） 
親子エアロビクス（１回 
豆まき（１回） 

参加者数： 計 13,830人 

次月のイベント案内カレンダ
ーを作成し、館内外に周知を図
るとともに、応募数に満たない
講座については、自由来館者へ
参加を呼びかけた。 

○ 

乳幼児を対象とした
講座 
【保育課（交通児童
遊園）】 

運動、手遊び、読み聞
かせなど親子で楽しむ
プログラムや親子のふ
れあいを提供する講座
を実施する。 

子育て家庭の育児不安を和らげ、よりよい親子関係を築くた
め、子どもや親同士の仲間づくりのための「出会いの場」を
設けた。 
実 施 数：31回 
内  容：体操、手遊び、リズム遊び、親子ふれあい遊び、

簡単な制作あそび、誕生会、季節行事など 
参加者数：1,757人（813組） 

トレーニングコースを利用し
た「交通安全教室」、外部講師
を招いた「親子健康教室」を行
い、保護者と子ども向けに啓発
する機会を設けた。 

○ 

乳幼児を対象とした
講座 
【図書館】 

運動、手遊び、読み聞
かせなど親子で楽しむ
プログラムや親子のふ
れあいを提供する講座
を実施する 

乳児期からの読書活動を支援するため、また家庭における読
み聞かせを継続するため、親子向けの読みきかせを行った。 
・ブックスタート  実施回数：60回、参加者数：2,428組 
・赤ちゃんのためのおはなし会 
  実施回数：図書館18回、西部ふれあいセンター10回 
  参加者数：図書館932人、西部ふれあいセンター304人 
・紙芝居とお話を聞く会   

実施回数：132回、参加者数：1,282人 
・すくすく読み聞かせ会 
  実施回数：11回、参加者数：264人 

ブックスタートでは、絵本を手
渡す際に赤ちゃんのためのお
はなし会等のパンフレットを
合わせて渡し、おはなし会の周
知に努めた。 

○ 
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パパママ教室 
【子ども政策課】 

妊婦とその夫を対象
に、出産や育児等につ
いて理解を深めるよう
保健師や助産師が指導
を行う教室を開催す
る。 

(1)パパママ教室 
対象：市内在住の妊婦（妊娠６か月以降）とその夫 
２回１コース、毎月、総合保健医療センターで実施 
参加者数：385人（パパ99人、ママ286人） 

(2)日曜パパママ教室 
対象：市内在住の初産婦（妊娠７か月以降）とその夫 
毎月１回、総合保健医療センターで実施 
参加者数：720人（パパ360人、ママ360人） 

※日曜パパママ教室では、先輩パパを教室参加者の中から募
り、育児体験の講話を実施している。 

参加者のアンケート結果では、
「出産前後や育児に対するイ
メージが持てた」「（夫から）妊
娠中から産後の大変さがわか
った。家事や育児に協力した
い」という声が多かった。 

◎ 

親支援事業（カンガ
ルーひろば）【子ども
政策課】 

育児不安を抱える母親
同士のグループを対象
にグループミーティン
グを行いながら、問題
解決の糸口が見つかる
よう支援する。 

育児不安を抱える母親を対象に、育児不安の軽減、育児スキ
ルの向上、孤立感の解消と仲間づくり等を目的として、育児
指導やグループミーティングを行う。 
対象：７か月児から１歳頃の母子 
定員：20組 

１グループあたり２回、４グループ実施 
スタッフ：臨床心理士、保健師、保育士、歯科衛生士 
参加者数：実人数58人（延べ105人） 

講義形式を取り入れるなど、実
施内容を変更し、参加できる人
数を増やした。 

〇 

育児相談 
【子ども政策課・保
育課 ほか】 

子育ての不安や孤立感
が軽減するよう、電話
や面接、Ｅメールで子
育ての不安や悩みの相
談を受ける。 

主に就学前児童の親の育児不安や孤立感を解消するよう、乳
幼児の子育てに関する相談に対し、助言や情報提供を行った。 
(1)子育て子育ち総合支援館 
 実施日時：火曜日～日曜日 ９：00～18：00 
 相談件数：電話57件、面接266件、合計323件 
(2)子育て支援センター 
  実施日時：月曜日～金曜日 ９：00～16:00 
電話相談：25件 面接相談：72件 

(3)児童センター 
実施日時：火曜日～日曜日 ９：3～16：00 
相談件数：40件 

(4)東部子育てセンター 
 実施日時：月曜日～土曜日 10：00～16：00 
 相談件数：220件 
(5)交通児童遊園 
実施日時：火曜日～日曜日 ９：00～18：00 
相談件数：35件 
 

施設に来所したついでに気軽に
相談できるような体制を整えて
いるほか、東部子育てセンター
においては、月１回専門家によ
るアレルギー相談や発達相談な
どを行った。 
自分からは話しかけられない
保護者に寄り添い、話しかけや
すい雰囲気づくりに努めた。 

◎ 
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(6)すくすくＥメール相談 
 相談件数：11件 
このほか、神屋子育て支援センター、グルッポふじとうでも
育児相談を実施した。 

 

(2) 青年期における学習機会の充実（青少年が豊かな人間性、社会性、公共性を身につけることができるような学習機会の

充実を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

土曜チャレンジ・ア
ップ教室 
【学校教育課】 

小学生が土曜日を有意
義に過ごす機会を提供
するため、大学や地域の
企業等の協力により、小
学校においてスポーツ
や理科の実験等を行う。 

子どもたちの自主性を高め、幅広い成長を促すとともに可能
性を広げるために、地域の多様な経験や技能を持つ人材・大
学・企業等の協力により、子どもたちにとってより豊かで有
意義な土曜日を実現する。 
実施回数のうち半数以上の講座に関しては、教員を目指す中
部大学の学生が講師となり講座の企画、運営を行った。 
実施校：11校 
実施回数：64回 
参加者数：1,406人（児童1,151人 保護者255人） 

子どもたちに対し、体験の機会
を提供し、有意義な土曜日をす
ごしてもらうことができた。 
 

○ 

わいわいカーニバル 
【子ども政策課】 

さまざまな人との関わ
りや体験を通して、子
どもが持つ自由で伸び
やかな創造力を引き出
す子どもの祭典を開催
する。 

多くの市民団体や企業等の協力により、子どもたちがさまざ
まな人たちとの交流や体験を行うことができる催しを開催し
た。 
開催日：５月12日（日） 
会 場：落合公園、ふれあい緑道 
参加人数：５万人 
行 事：74事業 
参加団体：60団体 

三ツ又ふれあい公園を会場か
ら外し、来場者が落合公園内で
集中的に楽しめるよう、また効
率的な運営が行えるようにし
た。新規事業を取り込むこと
で、来場者の満足度を高めるよ
う工夫した。 

◎ 

子ども・親子向け講
座【子育て子育ち支
援館】 

子どもや親子を対象
に、料理、工作、体操
を始めとした体験型の
講座などを実施し、子
どもの創造力を引き出
する。 
 

児童の健康を増進し、情操を豊かにするよう子どもや親子向
けの講座を実施した。 
内容等：子ども講座、卓球教室、ヒップホップ、工作教室、 

にこにこ劇場、伝承遊び、ミニコンサート、おいし
いクッキング、ファミリークッキング、親子deクッ
キング、げんきっ子フェスタ・げんきっ子会議 

参加者数：計 1,653人 

参加希望が多いため、新規講座
として「親子deクッキング(４
講座)」を設けたところ、好評
であった。 

〇 
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子ども・親子向け講
座【交通児童遊園】 

子どもや親子を対象
に、将棋、工作、手品、
和太鼓を始めとした体
験型の講座などを実施
し、子どもの創造力を
引き出す。 

児童に健全な遊びの機会を与え、体験する楽しさ、創造する
楽しさを味わえるようにする。 
実 施 数：18講座 
実施講座：おいでよ交通児童遊園、交通児童遊園フェア、将

棋教室、七夕会、陶芸教室、手品教室、子ども演
劇会、エコ工作活動、冬の工作教室、クリスマス
会、お楽しみ演奏会、和太鼓体験教室、自転車乗
り方教室 

参加者数：2,233人 

自転車乗り方教室を今年度か
ら開催し、好評を得ている。 

〇 

子ども・親子向け講
座 
【文化・生涯学習課】 

子どもや親子を対象
に、料理、工作、体操
を始めとした体験型の
講座などを実施し、子
どもの創造力を引き出
す。 

大学連携講座や講師発掘・登用事業で小学生または親子を対
象に講座を実施した。 
実 施 数：大学連携講座２講座、講師発掘・登用事業３講座 
実施講座：食べられる!色も変わる!?不思議なビーズをつくろ

う！、小学生のためのプログラミング講座 ほか  
受講者数：81人 

大学の人材・設備を活用するな
ど、子どもや親子を対象に学び
の機会を提供した。 
 

○ 

子ども・親子向け講
座 
【公民館・ふれあい
センター】 

子どもや親子を対象
に、料理、工作、体操
を始めとした体験型の
講座などを実施し、子
どもの創造力を引き出
す。 

小学生または小学生とその保護者を対象に体験型の講座を実
施し、子どもの想像力を引き出し、親子のふれあいの時間が
持てるような講座を実施した。 
(1)公民館 
実 施 数：48講座 
実施講座：親子で一緒に世界に一つだけの秘密基地を作ろう 

夏休みこどもワークショップ ほか 
受講者数：1,941人 
(2)ふれあいセンター 
実 施 数：19講座 
実施講座：「親子でスイーツ」教室、親子で体験！楽しい手

打ちそば作り ほか 
受講者数：1,233人 

子どもや親子を対象に、様々な
学びの機会を提供することが
できた。また、親子での講座を
実施することで、若い世代に施
設を利用してもらえる機会を
つくることができた。 

○ 

子ども・親子向け講
座 
【青年の家】 

子どもや親子を対象
に、料理、工作、体操
を始めとした体験型の
講座などを実施し、子
どもの創造力を引き出
す。 

子ども（小学生）対象の講座を実施した。親子対象ではない
が保護者同伴可とし、来館した保護者には調理や工作等に参
加してもらい親子のふれあいの機会も設けた。 
実 施 数：１講座 
実施講座：キッズ！アウトドアわくわく体験講座 
受講者数：55人 

前年の2倍近い参加があった。
保護者の参加もあり、親子での
学びとふれあいの時間を提供
することができた。 

◎ 
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(3) 成人期における学習機会の充実（家庭生活の充実や生活課題の解決に資するような学習機会の充実を図る。） 

子ども・親子向け講
座 
【男女共同参画課】 

子どもや親子を対象
に、料理、工作、体操
を始めとした体験型の
講座などを実施し、子
どもの創造力を引き出
す。 

親子で参加できる講座を実施し、親子のふれあいの機会を設
けた。 
実 施 数：３講座 
実施講座：夏休み親子料理教室、夏休み段ボール工作教室～

ダンボールハウスを作ろう～、夏休み段ボール工
作教室～すもう盤を作ろう～ 

受講者数：72人 

夏休みなどの子どもたちが参
加しやすい日程で開講するこ
とで、幅広い年齢層の市民に利
用してもらうことができた。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

ふれあい教育セミナ
ー 
【文化・生涯学習課】 

親のあり方や家庭教育
の大切さ等を学習する
「ふれあい教育セミナ
ー」に対して補助する
ことで、家庭教育力と
地域教育力の向上を図
る。 

親のあり方や家庭教育の大切さ等を学習する講座を充実させ、
家庭教育力と地域教育力の向上を図った。 
実施団体数：68団体（認定こども園１園、私立保育園４園、

幼稚園11園、小中学校52校） 
実施回数：370回 
主な講座：親と子のコミュニケーション、性教育～子どもへ

の伝え方～、家庭で役に立つ食中毒防止知識につ
いて、子育てに役立つ収納術、地域の安全につい
ての情報交換、スマホ・ケータイ安全教室 ほか 

※保護者等が家庭教育の意義と役割を学び、家庭教育や地
域教育の充実を図るという目的に合った事業を明確に
するため、補助対象事業を見直し、要綱改正を行った。
（令和２年４月１日施行） 

子育てに関する学びの場を提供
するとともに、家庭、学校、地
域の交流・連携を深めることが
できた。 

○ 

家庭介護者研修 
【地域福祉課】 

要介護者等を在宅で介
護するなど、介護に関
心がある人に、家庭で
の介護に関する知識や
技術を習得する機会を
提供する。 

家庭での介護に関する知識や技術を習得する機会を設ける。 
実施数：２日間12講座 
実施内容：家庭介護を担う人のこころがまえ、高齢者介護技

術入門④～食事介助～、認知症の方の基礎理解と
ケア、家庭でできる脳生き生きトレーニング～認
知症予防に向けて～、高齢者のための福祉用具、
高齢者介護技術入門⑥～車椅子介助の基本～ 
など 

受講者数：33人     

実技をまじえた講座を実施する
ことで、「より実践的な介護に関
する知識や技術を習得できた。」
と受講者から好評を得ることが
できた。 

○ 
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(4) 高齢期における学習機会の充実（充実した日々を過ごし、いつまでも元気に暮らすことができるような学習機会の充実

を図る。） 

認知症サポーター養
成講座 
【地域福祉課】 

認知症に関する正しい
知識の普及や認知症高
齢者等を介護する家族
等の支援を図るため、
認知症サポーター養成
講座を開催する。 

小中学生、地域住民等の多様な世代に対し、認知症に関す
る講座を実施した。 
 
開催回数：61回 
受講者数：2,581人 

世代に応じた内容で講座を開催
し、認知症に関する正しい知識
を普及することができた。 

○ 

消費生活講座 
【市民活動推進課】 

悪質商法による被害を
未然に防止するための
知識や被害にあった場
合の対処法等を学べる
講座を開催する。 

消費生活に関する諸問題について正しい知識を身に付け、適
切な問題解決を図れるように講座を開催した。 
実 施 数：20講座 
実施講座：派遣講座（16講座）、市等主催講座（４講座） 
受講者数：602人 

老人会等の団体を中心に、消費
生活相談員など専門家を派遣し
ており、消費者被害の軽減や防
止に役立てることができた。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

かすがい熟年大学 
【文化・生涯学習課】 

高齢者が充実した余暇
時間を過ごすとともに
学習を通じて健康で生
きがいのある生活が送
れるよう学習の場を提
供する。 

実 施 数：５コース 各15回（開講式・閉講式含む） 
内  容：生活、歴史、文学、健康科学、芸術文化の５コー

スを実施。 
参加者数：延べ7,173人 

専門性の高い学びのニーズに
対し、学習機会を提供できた。 

○ 

高齢者学級 
【公民館】 

60 歳以上の方を対象
に、身近な施設で歴史、
芸能、健康づくりや介
護予防など幅広く学べ
る場を提供する。 

(1)中央公民館 
和楽路学級  ９回 延べ受講者数 200人 

(2)知多公民館 
 ことぶき学級 10回 延べ受講者数 181人 
(3)鷹来公民館 
 えびす学級  10回 延べ受講者数 341人 
(4)坂下公民館 
 源敬学級   ６回 延べ受講者数 132人 
(5)東部公民館 
 はいから学級 10回 延べ受講者数 649人 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため一部中止した。 

地域の高齢者に対し、幅広く学
ぶことができる機会を提供で
きた。 
令和２年度から、高齢者学級を
廃止し、年齢問わず受講できる
アラカルト形式の講座を実施
する。 

○ 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

親子で参加する講座の延受講者数（公民館、ふれあいセンター、青年の家、レデ
ィヤンかすがい） 

5,733人 5,900人 6,100人 4,894人 

ふれあい教育セミナーに取り組む小中学校等数 67セミナー 69セミナー 71セミナー 68セミナー 

かすがい熟年大学の延受講者数 7,159人 7,500人 7,900人 7,173人 

高齢者の就労支援 
【地域福祉課】 

働く意欲ある高齢者の就

労を後押しするため、必要

な知識や技能が習得可能

な講座の開催やシルバー

人材センターとの連携を

推進する。 

シルバー人材センターに委託して、高齢者の健康増進や生き
がいづくりにつながる講座を開催した。 
開催回数：12回 

受講者数：133人 

シルバー人材センターの会員
が講師を務めることで、会員の
持つ技能や知識を生かす場を
提供できた。 

○ 

介護予防講師派遣事
業 
【地域福祉課】 

地域の概ね10人以上の
高齢者が定期的に集ま
る場に、専門知識を持
った講師を３か月程度
派遣し、地域での介護
予防の取組を支援 す
る。 

派遣回数 介護予防活動グループ化事業 126回 
     介護予防活動普及事業     53回 
 

講師の派遣について、３か月程
度の派遣のほか、活動充実を図
るため１回限りの派遣も実施
するよう内容を拡充した。講師
派遣事業の実施後、受講者が主
体となり、複数の団体で自主活
動として継続できている。 

○ 

Ｕターン育児塾 
【子ども政策課】 

祖父母世代に新しい育
児事情の学習機会を与
え、その立場から育児参
加をしてもらい、出産・
育児支援の充実を図る。 

もうすぐ孫が生まれる人、または１歳未満の孫がいる祖父母
を対象に、育児教室を行う。祖父母は主体的に育児を担うの
ではなく、新米パパママのサポーターとして活躍することを
目的に実施した。祖父母世代のみでなく、パパ、ママ同伴
も参加可能とした。 
対 象 者：もうすぐ孫が生まれる人、または１歳未満の孫が

いる人 
内  容：保健師の講話・育児体験（沐浴実習等） 
実施回数：４回 
参加者数：50人 

育児のサポートができるよう、
祖父母世代に現在の育児を学
びなおしてもらう機会を提供
できた。 

○ 

成果指標と目標値 
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達成度（掲載事業数 26） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

５  各世代がそれぞれのライフステージに合わせて学ぶことができる様々な講座が実施されてい

る。高齢期においても、社会の一員として活躍できるよう新たな学びの機会やＵターン育児塾

のような学び直す機会もあり、今後も世代に応じた学びの機会を提供できるよう事業を進めら

れたい。 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

21 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の評価 
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施策２－２ 現代的・社会的課題やニーズに対応した学習機会の充実 

(1) 夜間や休日に開催する講座の充実（多様なライフスタイルに対応した学習機会の充実を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

夜間や休日における
講座の開催 
【文化・生涯学習課】 

公民館やふれあいセン
ター等において、平日の
夜間や土曜、日曜、祝日
に開催するさまざまな
分野の講座の充実を図
る。 

講師発掘・登用事業で、平日に働く人も受講できるように、
休日や夜間に講座を実施した。 
実 施 数：２講座 
実施講座：LGBTって何？いろんな性別の形を知ろう！ ほか 
受講者数：50人 

参加者の３割が20～40代で、若
い世代の方に参加してもらう
ことができた。 

○ 

夜間や休日における
講座の開催 
【公民館・ふれあいセ
ンター・青年の家】 

公民館やふれあいセン
ター等において、平日の
夜間や土曜、日曜、祝日
に開催するさまざまな
分野の講座の充実を図
る。 

平日に働く人も受講できるように、休日や夜間に講座を実施
した。 
(1)公民館 
実 施 数：48講座 
実施講座：リフレッシュヨガ入門、ハンギングバスケット作

り、生活を彩るフラワーアレンジメント ほか 
受講者数：1,289人 
(2)ふれあいセンター 
実 施 数：28講座 
実施講座：美ジネスマンのための美肌マネジメント研修、「子

どもが育つおこづかいのあげ方」講座  ほか 
受講者数：1,335人 
(3)青年の家 
実 施 数：２講座 
実施講座：初心者のための太極拳入門講座 ほか 
受講者数：121人 

アンケート調査で「休日の開催
で参加しやすかった。」との意
見が多くあり、また、若い世代
の参加者が増加した。 
昼間に開催して好評だった講
座を夜間にも開催したところ、
新規の受講者を獲得すること
ができた。 

○ 

夜間や休日における
講座の開催 
【男女共同参画課】 

公民館やふれあいセン
ター等において、平日の
夜間や土曜、日曜、祝日
に開催するさまざまな
分野の講座の充実を図
る。 

平日に働く人も受講できるように、休日や夜間に講座を実施
した。 
実 施 数：19講座 
実施講座：男の料理塾、夏休み親子料理教室、安心して老後

を生きるための「エンディングノート」の書き方
を学ぶ、正しい「遺言書」の書き方を学ぶ ほか 

受講者数：390人 

休日に開催することにより、多
くの人に参加していただくこ
とができた。 

○ 
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(2) 障がいのある人が学べる機会の充実（障がいのある人が地域社会の中で多様な学習活動が行うことができるよう啓発活動の推進、学

習の場の提供を図る。） 

 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

障がい理解のための
啓発講演会 
【障がい福祉課】 

障がいのある人も社会
の一員として活動に参
加できる環境を醸成す
るため、障がいに対す
る正しい理解と認識を
深める講演会を開催す
る。 

講 演：障がいのある人が安心して自立・共生できるまちづ
くり～地域の絆、みんなの笑顔～ 

日 時：12月６日（金）午後１時30分～３時30分 
場 所：グリーンパレス春日井（第１会議室） 
講 師：鎌田 敏氏 
参加者数：63人 

アンケート結果として約９割
が「とてもよかった」「よかっ
た」と回答しており、非常に高
い満足度だったと言える。障が
いがある方との共生社会、地域と
のつながりについて考える場を
提供することができた。 

〇 

障がい者を対象とし
た講座 
【総合福祉センタ
ー】 

パソコンの操作方法や
軽運動など障がいの特
性に配慮した講座を開
催する。 

パソコン講座や視覚障がい者スマートホン講座を実施し、パ
ソコンやスマートホンの操作方法を、おりがみ教室や運動教
室等を実施し、手先を使ったり誰でも簡単にできる運動の機
会を設けた。 
実 施 数：12講座 
実施講座：試してなっとく！これで足腰大丈夫体操、創作お

りがみ教室、視覚障がい者スマートホン講座、実
践パソコン教室、元気パワーアップ運動教室 

受講者数：802人（うち障がい者71人） 

「視覚障がい者パソコン講座」
を「視覚障がい者スマートホン
講座」に名称を改めて実施した
り、簡単にできる体操教室や手
先を使う「おりがみ教室」を実
施したりしたことで、新たな障
がい者の参加が得られた。 

〇 

障がい者図書サービ
ス 
【図書館】 

障がい者に学ぶ機会を
提供するため、録音図
書や点字図書の製作、
ボランティアによる対
面読書、図書無料郵送
貸出を行う。 

音訳技術を学ぶ講座を実施し、受講生に録音図書の製作、対
面読書を行う技術を身につけてもらい、ボランティアとして
録音図書・対面読書の実施に携わってもらった。また、点字
図書についてもボランティアに点字図書製作に携わってもら
った。 
・実施講座：音訳技術講習会（初級編）  受講者数：６人 

音訳デジタル録音技術講習会 受講者数：46人 
・製作数等 

デイジー図書：25種  点字データ：75種  
対面読書：104回 実施 

音訳技術講習会（初級編）受講
者６人全員が、音訳ボランティ
ア団体に入会し、録音図書の製
作や対面読書の実施に携わる
こととなった。 

○ 
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(3) 就労支援や職業能力を高める学習機会の充実（職業上の知識・技能の習得など生涯を通じて自らの職業能力の向上につながる学習機

会の充実を図る。） 

 

 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

就職支援に関するセ
ミナー 
【経済振興課】 

求職者の就業につなげ
るため、就職活動に必
要な知識を得るセミナ
ーを開催する。 

求職者が企業採用担当者と接するために必要な知識の取得を
図り、就職活動に活かして就業につなげるためのセミナーを
就職フェア内で開催する計画だったが、就職フェアの運営方
法を見直す中で、令和元年度は実施を取りやめた。 

なし × 

合同就職説明会 
【経済振興課】 

市内企業への就業に関
心のある求職者の就業
を支援するため、商工
会議所が開催する合同
就職説明会を支援す
る。 

求職者が就職先を探すにあたり、業界研究や企業研究を行う
ために必要な知識の取得を図り、市内企業への就業につなげ
るための合同就職説明会を開催した。 
就職フェアin春日井＆小牧 
実 施 数：１回 
参加者数：121人 
就職フェアを通じた採用試験応募件数：34社 138人 

前年に比べ、就職フェアを通
じた採用試験への応募件数が
増加しており、市内企業への
就業を支援することができ
た。 

○ 

ママインターン 
【企画政策課】 

就労を希望する母親を
支援するため、市内企
業等におけるインター
ンシップを通じて子育
てをしながら働くこと
を体験する機会を提供
する。 

(1)ママインターン 
実習期間：春期 ６月17日（月）～７月16日（火） 
     秋期 10月１日（火）～10月30日（水） 
参加者数：10人（春期５人、秋期５人） 
受け入れ事業所：株式会社イマヨシ他８事業所 
 
(2)お仕事見学バスツアー 
日  時：春期 ５月30日（木） 夏期 ８月22日（木） 
参加者数：26人（春期12人、夏期14人） 
見学事業所：春期:ホンダロジコム株式会社、ベティさんの家 
      夏期:CCNet春日井局、ナフコ不二屋岩野店 

参加者に、働く体験を通じて
自分の新しいライフスタイル
について考えてもらう機会を
提供できた。 

○ 
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(4) 情報化・国際化社会に対応した学習機会の充実（高度情報化への対応や豊かな国際感覚を育むための学習機会の充実を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

ＩＣＴの活用に関す
る講座 
【公民館・ふれあいセ
ンター】 

インターネット、タブ
レット、デジタルカメ
ラなどの操作方法や活
用方法を始めとした、
ＩＣＴに関する講座を
実施する。 

(1)公民館 
実 施 数：９講座 
実施講座：持ち込みパソコン講座～ワード入門 、子ども向け

ロボットプログラミング教室ほか 
受講者数：445人 
(2)ふれあいセンター 
実 施 数：４講座 
実施講座：シニアのための持ち込みタブレット講座 ほか 
受講者数：169人 

インターネットやデジタル通
信機器等について理解を深め
る機会を提供できた。 

○ 

外国の文化にふれる
講座 
【文化・生涯学習課】 

多文化共生社会の実現
に寄与するため、外国
文化の紹介や体験、親
子で楽しく学ぶ外国語
などの講座を実施す
る。 

大学連携講座 
実 施 数：２講座 
実施講座：現代中央アジア論～旧ソ連・遊牧文化・イスラー

ム～、英語は誰のもの～「国際英語論」入門 
受講者数：180人 

他国の文化について理解を深
める機会を提供できた。 

○ 

外国の文化にふれる
講座 
【公民館・ふれあい
センター】 

多文化共生社会の実現
に寄与するため、外国
文化の紹介や体験、親
子で楽しく学ぶ外国語
などの講座を実施す
る。 

(1)公民館 
実 施 数：３講座 
実施講座：はじめての韓国語 ほか 
受講者数：255人 
(2)ふれあいセンター 
実 施 数：５講座 
実施講座：おやこでいっしょにＡＢＣ！①②、旅先ふれあい

英会話基礎講座 ほか 
受講者数：413人 

初めての韓国語講座では、受
講生を中心に生涯学習活動団
体が結成され、勉強会を継続
している。 
講師発掘・登用事業において
好評だった講師にふれあいセ
ンターでの講座講師を依頼
し、新たな講師の活躍の場を
提供することができた。 

○ 

外国の文化にふれる
講座 
【市民活動支援セン
ター】 

多文化共生社会の実現
に寄与するため、外国
文化の紹介や体験、親
子で楽しく学ぶ外国語
などの講座を実施す
る。 

日本語の理解が十分でない外国人市民を対象に、会話等の日
本語を学習する日本語教室を開催した。また、琴や書道等の
日本の伝統文化を体験する講座を開催した。 
(1)日本語教室 
年間３期に分け、金曜日及び日曜日に各10回開催。 
開催回数：53回（新型コロナウイルス感染拡大防止のため

７回中止した。）、伝統文化体験講座３回 
参加者数：2,392人 

多くの受講者が教室に参加
し、日本語習得及び日本に対
する理解の機会を提供でき
た。 
新たに小中学生を対象とした
子どもの日本語教室を開始し
た。 

○ 
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(5) 環境に関する学習機会の充実（環境に関する正しい認識を持ち、環境に配慮した生活を送るよう環境学習を推進する。） 

 

 

 

(2)子どもの日本語教室 
年間３期に分け、日曜日に各10回開催。 
開催回数：26回（新型コロナウイルス感染拡大防止のため 

のため、４回中止した。） 
参加者数：93人 

わくわく！ふれあい
ワールド 
【市民活動支援セン
ター】 

多文化共生を促進する
ため、市内に住む外国
人との交流や異文化の
紹介･体験を行うわく
わく！ふれあいワール
ドを開催する。 

異文化への理解を深めるとともに、外国人市民と日本人市民
との交流を図るため、市内で活動する国際交流団体により設
立された春日井市国際交流ネットワークに委託し、「わくわ
く！ふれあいワールド」を実施した。 
開催回数：５回（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

１回中止した。） 
実施内容：「中国文化を体験しましょう！」「夏休み親子イ

ベント いろんな国の遊びで世界を楽しもう」な
ど外国文化の紹介や異文化体験のイベントを開催 

参加者数：379人 
※わくわく！ふれあいワールド in 春日井まつりは、参加

者数を把握していないため参加者数から除く 

外国文化の紹介と異文化体験
ができるイベントを開催した
ことで、交流を図ることがで
きた。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

市民環境アカデミー 
【環境政策課】 

地球温暖化、省エネル
ギー、身近な自然環境
やその保全活動等をテ
ーマに、座学やフィー
ルドワーク、ワークシ
ョップを通じて学ぶ機
会を提供する。 

地球温暖化、リサイクル、身近な自然環境やその保全活動な
どをテーマに、座学やフィールドワーク、ワークショップを
通して学んだ。 
受講者：45人 
内 容：太陽と惑星と生命と、パソコンの分解からリサイク

ルを学ぶ～レアメタルを探そう～、空気・水の環境
事業を創造する春日井工場エコツアー、発光生物が
照らす世界、伊勢湾のマイクロプラスチック汚染の
現状、私たちのための、私たちによる環境まちづく
り～学びを行動に～ 

過去の修了者に対し活動の場
（春日井まつりでのボランテ
ィア）を提供するなど受講後
の活動を支援した。 
座学だけでなく、ワークショ
ップを取り入れ主体的に環境
について考えることができる
ようプログラムを組んだ。 

○ 
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子ども環境アカデミ
ー 
【環境政策課】 

子ども（小学４～６年
生）とその保護者を対
象とし、家族ぐるみで
地球温暖化、自然環境
保全、循環型社会等に
ついて総合的、横断的
に学習する機会を提供
する。 

子ども（小学４～６年生）とその保護者を対象とし、家族ぐ
るみで環境について学び、考えることで環境まちづくりの基
盤となる人材の育成を図った。 
受講者：20組44人 
内 容：リサイクルって大切なんだ！～家電製品の解体現場

を見てみよう～、ビンって、どうやって生まれ変わ
るの？～ガラスでキーホルダーを作ろう～、川越火
力発電所見学エコツアー～電気の生まれる瞬間を見
に行こう～、秋の自然環境学習会～春日井の自然と
触れ合おう～、サボテン博士と学ぶ環境生態学～市
の特産品「サボテン」について学ぼう～ 

対象を親子とすることで家族
ぐるみで環境について考えて
もらう機会が提供できた。 
環境について横断的に学ぶこ
とができる内容とするため、
環境部各課担当者からなる担
当者会議を設け内容を検討し
た。 

○ 

エコライフセミナー 
【環境政策課】 

環境情報の提供と環境
意識の高揚を図るた
め、地球温暖化や省エ
ネルギーなど身近な視
点から環境問題を考え
る講座を実施する。 

環境情報の提供と市民の環境意識の高揚を図ることにより、
環境まちづくりを推進するため実施した。 
(1)夏のエコライフセミナー 
「竹で遊ぼう！～水でっぽう作り～」 

日 時：８月７日（水） 
場 所：文化フォーラム春日井 交流アトリウム、市民広場 
参加者：市内小学生とその保護者18組41人 
(2)エコライフセミナー「水力発電を体感しよう！」 
日 時：10月６日（日） 
場 所：電源開発株式会社中西地域制御所 
参加者：市内小学生とその保護者７組16人 

工作や実験を取り入れ、子ど
もに関心をもってもらえるよ
う配慮した。 
対象を親子とすることで家族
ぐるみで環境について考えて
もらうことができるよう配慮
した。 

○ 

市民環境フォーラム
【環境政策課】 

環境対策の推進や環境
活動を行っている個人
や団体等の表彰と、環
境問題について学ぶ機
会を提供する。 

市民の環境活動への取組みを推進し、相互の交流や環境情報
の提供を目的に開催した。 
日 時：８月31日（土） 
場 所：東部市民センター 
参加者：230人 
内 容：かすがい環境賞の表彰 
    研究発表「快適な暮らしのために」 

中部大学春日丘高等学校国際コース３年生 
講 演：「動物写真家が語る 自然・命との対峙」 
講 師：前川貴行 

環境問題を考えるにあたり動
物を題材とした講演を実施す
ることで、幅広い年代に関心
を持ってもらえるようテーマ
設定を工夫した。 

〇 
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(6) 健康に関する学習機会の充実（健康維持・増進や健康づくりへの意識高揚を図る。） 

ごみの減量と３Ｒの
推進に関する講座 
【クリーンセンタ
ー】 

ごみの減量と３Ｒの推
進を図るため、生ごみ
の堆肥化やごみとして
処分される物品をリメ
イクして活用する講座
などを開催する。 

生ごみの堆肥化や、ごみとして処分される物品をリメイクし
て活用する講座を開催することにより、ごみの減量化と環境
に対する正しい認識を持つ機会を設けた。 
実 施 数：47講座 57回 
実施講座：ぼかし作り教室・リメイク教室・包丁の研ぎ方教

室・親子工作教室・自転車修理教室 ほか 
受講者数：805人 
※台風、新型コロナウイルス感染防止のため一部講座を中
止した。 

講座の開催により、環境に対
する認識を深め、ごみの減量
と３Ｒを推進することができ
た。 
 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

市民健康づくり講座 
【健康増進課】 

生活習慣を改善するき
っかけづくりとなるよ
う、健康づくりと予防
方法に対する正しい知
識を身につけることが
できる講座を実施す
る。 

実 施 数：４講座 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため第５回目を令和 
２年度に順延した。 

講座内容：家族で出かけよう！いきぬきヨガ、味噌問屋三代
目直伝 味噌の魅力と味比べ講座、京大で一番受
けたい授業「筋肉先生」に学ぶ 理想の体をつく
る運動のすすめ、目で見て学ぶ 感染症とワクチ
ンの基礎知識～麻しん・風しん・インフルエンザ
～ 

参加者数合計：360人 

健康について考え、学ぶ機会
を提供することで、健康への
関心を高めることができた。 

○ 

女性のためのヘルス
アップ講座 
【健康増進課】 

各ライフステージにお
ける女性を対象とした
健康づくり講座を実施
する。 

実施回数：７回 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため第８回目を中止

した。 
参加人数：144人 
対象及び内容： 
 （全世代）食育・調理実習 
 （子育て世代）親子で楽しむ健康運動 
 （壮年期世代）更年期の対処法、健康運動 
 （高齢期世代）歯の健康、健康運動 
 

各世代のニーズに合わせた内
容の講座を提供することがで
きた。 

○ 
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(7) 男女共同参画に関する学習機会の充実（男女共同参画についての理解を深める。） 

お気軽健康教室 
【健康増進課】 

高齢期における自立度
の低下を防ぎ、健康寿
命の延伸を図るため、
ロコモティブシンドロ
ームや認知症の予防に
効果的な軽運動を行う
教室を開催する。 
 

実施回数：45回（総合保健医療センター） 
     35回（保健センター） 
参加者数：4,595人（総合保健医療センター） 
     1,068人（保健センター） 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため３月分を中止し
た。 

高齢期における自立度の低下
の防止、健康寿命の延伸を図
るための健康づくりに取り組
める機会を提供できた。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

男女共同参画セミナ
ー 
【男女共同参画課】 

あらゆる世代の方が生
涯を通じて男女共同参
画の視点を持ち、能力
を開発、発揮し、社会
のあらゆる分野へ参画
していくために必要な
能力を高めることがで
きるよう講座の開催な
ど学習機会を提供す
る。 

女性自身が自立した個人としての意識を持ち、その能力をよ
り高め、さまざまな分野で活躍できるよう女性の学習機会を
提供した。また、男女共同参画社会の実現に向け、男女平等
の意識づくりを目的としたセミナーを実施した。 
実 施 数：４講座 ４回 
実施講座： 
(1)一般市民向け講座 
実 施 数：３講座・３回 
実施講座：身近に薬膳～座学で学ぶ効能とレシピ～、男女共

同参画サテライトセミナー みんなで学ぶセクシ
ャルマイノリティ～ＬＧＢＴの今昔～、すぐに身
につく！女性のためのビジネスマナー講座 

受講者数：74人 
※男性向けの家事能力向上を目的として、アイロンがけ講座
を企画したが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
延期とした。 

(2)事業所向け講座 
実 施 数：１講座・１回 
実施講座：ハラスメント防止について  
受講者数：24人 

「女性のためのビジネス講
座」では、実践的な内容とす
ることで女性の就業能力向上
に寄与できた。 

○ 
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(8) 市民ニーズの的確な把握（多様化・高度化し、社会情勢に合わせて変化する市民ニーズを把握する。） 

男女共同参画市民フ
ォーラム 
【男女共同参画課】 

男女共同参画社会の実
現を目指した意識啓発
を目的に、市民、社会
活動団体、企業、市が
ともに考える機会とし
て、市民フォーラムを
開催する。 

「男女共同参画」について、多くの市民に知ってもらうため、
男女共同参画市民フォーラムを開催した。 
実施日：11月17日（日） 
場 所：レディヤンかすがい 
参加者：200人 
テーマ：「楽しく知ろう男女共同参画～自分らしくで 

いいじゃない～」 
内 容： 
・男女共同参画落語  微笑亭さん太氏（落語家） 
・トークセッション 
コーディネーター 松田照美（男女共同参画審議会会長） 
出演者        福井雅子（春日井市医師会長） 

             ホアンミランダ（英会話講師） 
             微笑亭さん太（落語家） 

落語という娯楽によって啓発
を行い、人が参加しやすいよ
うな工夫をした。昨年と比べ、
参加者が3割増加した。 

◎ 

ワーク・ライフ・バ
ランスの推進 
【男女共同参画課】 

ワーク･ライフ･バラン
ス（仕事と生活の調和）
を推進するため、男女
共同参画情報紙「はる
か」による啓発のほか、
事業者等に対する出張
講座を行う。 

かすがいビジネスフォーラム（ミニブース出展）においてワ
ーク・ライフ・バランス啓発パンフレットを活用し、啓発を
行った。 
実施日：11月15日(金)・16日(土) 
 
令和元年度はワーク・ライフ・バランスセミナーの申込み
がなかったため、講師派遣ができるよう、引き続き事業者
に対し周知を行う。 

ビジネスフォーラムに参加す
ることにより、市内の企業に
ワーク・ライフ・バランスに
ついて啓発することができ
た。 
 

△ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

アンケートを活用し
た市民ニーズの把握 
【文化・生涯学習課】 

講座受講者へのアンケ
ートを実施するととも
にネットアンケートシ
ステム等を活用して市
民ニーズの把握を行
う。 

各種講座において、実施後に受講者に対しアンケート調査を
行った。 
 

アンケートによりニーズを把
握するとともに、アンケート
結果を講師に提供し、改善す
るべき点などを共有すること
で、講座内容の改善を図った。 

○ 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

公民館及びふれあいセンターなどで開催する講座の延受講者数 26,361人 27,500人 29,000人 22,997人 

 

 

達成度（掲載事業数 27） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

１ 環境、情報化、男女共同参画、多文化共生など様々な課題に対し、講座や講演会など学ぶ機会

が提供されている。社会的な課題に関心を持ってもらうのは難しいが、市民一人ひとりが自ら

の問題として認識し、主体的に問題解決に向けて行動できるよう、さらなる学習機会の充実が

期待される。 

実施した講座が市民ニーズに即したものか、課題解決に向け有効であったかなど、実施する目

的や方法により一律に評価するのは難しいため、評価方法について十分に検討されたい。 

 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

23 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

２ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

１ 

 

 

講座を評価する仕組
みの構築 
【文化・生涯学習課】 

市民ニーズに即した講
座の開催を目指し、講
座への応募状況、講座
内容や講師に対する満
足度などを基に、講座
を評価する仕組みづく
りを行う。 

愛日社会教育担当者連絡会において、他市町の講座の企画、
運営方法、評価方法について意見交換を行った。 
 

他市町の状況について調査を
行ったが、具体的な評価方法
を検討するには至らなかっ
た。 

△ 

成果指標と目標値 

施策の評価 
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施策２－３ 生涯スポーツの振興 

(1) 多目的総合運動広場の整備（スポーツ環境の充実や健康の維持増進を図る。） 

 

(2) コミュニティスポーツの推進（コミュニティスポーツの推進を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

多目的総合運動広場
の整備 
【スポーツ課】 

スポーツ環境の充実や健康

の維持増進を図るため、朝

宮公園に公園全体でスポー

ツ振興や健康社会の実現、

子育て環境の充実を図り、

市の魅力アップにもつなが

る施設として、多目的総合

運動広場を新たに整備す

る。 

(1)朝宮公園整備工事  
・実施設計 
・造成工事 
・メインスタンド等整備工事 
・埋設管布設工事 
・西側駐車場整備工事 

設計業務委託は予定どおり完
了した。 
工事は予定どおり令和元年度
分が終了し、メインスタンド整
備工事及び埋設管布設工事に
ついては令和２年度において
も継続している。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

総合型地域スポーツ
クラブの支援 
【スポーツ課】 

健康・体力づくり運動
に関する啓蒙と事業実
施を行う学校区体育振
興会を育成し、地域ス
ポーツの振興を図る。 

(1)地域住民のスポーツ・レクリエーションの普及振興を図る 
ため、春日井市スポーツ協会を通じて各学校区体育振興会に 
補助金を交付した。 
(2)春日井市内18学校区体育振興会の交流を図ることを目的 
に、学校区体育振興会交流大会を開催した。 
期  日：11月17日（日）  
会  場：総合体育館第１競技場、総合体育館運動広場 
種  目：ソフトバレーボール、グラウンド・ゴルフ 
参加人数：547人 

令和元年度は１～３位の表彰
に加え、飛び賞として５、８、
11、14、17位に副賞を設けて、
より多くの参加者に楽しんで
いただけるよう工夫した。 

○ 
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(3) スポーツに関する学習機会の充実（日常的にスポーツやレクリエーションスポーツに親しめる機会の充実を図る。） 

スポーツ推進委員 
【スポーツ課】 

地域のスポ－ツ大会、
スポ－ツ教室等の実施
に関する連絡調整及び
指導・助言や健康・体
力づくりの実技指導を
行うスポーツ推進委員
の充実を図る。 

地域スポーツ振興のリーダーとして各地域活動の活性化を促
すよう、実技研修会や講習会への参加により、スポーツ推進
委員の意識高揚を図った。また、実践力や企画力等の資質向
上に努めるとともに、新たな指導者の発掘を目指した。 
ラジオ体操講習会等への参加によるスキルアップを図りなが
ら、各地域でのラジオ体操の普及活動に努めた。 
○春日井市スポーツ推進委員実技研修会の開催（３回） 
○その他（研修会等への参加） 
 第60回全国スポーツ推進委員研究協議会 
第67回東海四県スポーツ推進委員研究大会 ほか 
スポーツ推進委員の派遣 派遣件数:19件、派遣人数:90人 

全ての委員を対象に、ラジオ体操
指導員資格を取得するよう促し、
講習会等への参加によるスキル
アップを図ったところ、資格取得
者が委員の約90％となった。 

○ 

ラジオ体操会 
【スポーツ課】 

子どもから高齢者ま
で、あらゆる世代の交
流や健康づくりを推進
するため、毎年８月の
第１日曜日を「ラジオ
体操の日」とし、「みん
なでラジオ体操会」を
実施することで、ラジ
オ体操の普及を図る。 

(1)みんなでラジオ体操会 
期  日：８月４日(日) 
会  場：落合公園、松山小学校 
参加人数：1,240人 

(2)ラジオ体操！チャレンジ宣言 
 期  日：７月20日(土)～９月１日(日) 
 参加人数：5,153人（56団体） 

ラジオ体操指導員資格を有す
るスポーツ推進委員を始め、関
係団体等と連携して、ラジオ体
操会を開催し5000人を超える
参加を得ることができた。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

スポーツに関する講
座・教室 
【公民館・ふれあいセ
ンター】 

健康づくりや生きがい
づくりを推進するた
め、各年齢層に向けて、
気軽にスポーツに親し
める講座や教室を実施
する。 

(1)公民館 
実 施 数：９講座 
実施講座：めざせ姿勢美人！体幹レッスン、中高年のための

エクササイズ ほか 
受講者数：1,985人 
(2)ふれあいセンター 
実 施 数：30講座 
実施講座：みるみるカラダが若返る!ぴんぴんトレーニング教

室 ほか 
受講者数：2,720人 

気軽にスポーツに親しむ機会
を提供できた。 
受講者によるサークルが立ち
上がった。 
対象となる年齢層を絞ること
により、レベルに合わせた内容
とすることができた。 

○ 
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スポーツイベント 
【スポーツ課】 

マラソン大会、スポー
ツフェスティバルなど
を実施し、多くの市民
が生涯を通じてスポー
ツに親しむことができ
るよう、各世代のニー
ズに合わせたスポーツ
への参加機会の充実を
図る。 

(1)第38回新春春日井マラソン大会 
期   日:１月12日(日) 
参加人数：8,775人 
(2)かすがい！スポーツフェスティバル      
期  日：10月14日（月・祝）   
参加人数：6,639人 
(3)レクリエーションスポーツ祭２０１９     
期  日：６月９日（日） 
参加人数：3,159人 
(4)第35回春日井市内高校生スポーツ大会    
期  日：６月22日（土）～８月５日(月) 
参加人数：3,894人 
(5)市民体育大会               
期  日：４月１日（月）～３月31日（火）   
参加人数：10,247人 

様々なイベントを開催するこ
とで、スポーツに親しむ機会を
提供することができた。 
概ね前年度同様の参加を得る
ことができた。 

○ 

春日井市スポーツ・
ふれあい財団との連
携 
【スポーツ課】 

生涯スポーツ教室や出
張スポーツ講座を始
め、さまざまなスポー
ツ教室（講座）やスポ
ーツイベントを行う、
春日井市スポーツ・ふ
れあい財団と連携し、
スポーツに親しむ機会
の充実を図る。 

スポーツ・ふれあい財団が事業を進めていくために必要な経
費を補助し、その運営の充実及び住民福祉の向上を図った。 
(1)スポーツ教室（講座）の開催 
実施内容：生涯スポーツ教室事業、運動指導事業、地域ふれ

あい運動教室、出張スポーツ講座及びトレーニン
グ教室 

延べ回数：2,893回   
参加人数：75,268人 
(2)スポーツイベントの実施 
実施内容：親子で楽しむ！スポーツ教室、泳いでいるフォー

ムを撮影できます！、水ケーション、萩原智子杯
水泳競技大会in春日井兼サンフロッグ春日井水泳
競技大会、スポーツ観戦事業 ほか 

参加人数：6,114人 

以前行ったアンケート結果な
どを参考に新たにフィットネ
スプログラムにズンバを取り
入れ、好評であった。 
前年と比べ、スポーツ教室の実
施催回数が減ったが、前年を超
える人数の参加があった。 

○ 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

スポーツ教室の参加人数 68,266人 70,500人 73,000人 75,268人 

 

 

達成度（掲載事業数 ７） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

０ 東京オリンピックの開催が予定され、スポーツへの関心が高まっている。健康のために行う人、

地域の交流や仲間づくりを目的に行う人、あるいは本格的に取り組む人など、目的はさまざま

である。多くの人が利用できるスポーツ施設の整備やレベルに合わせた講座の実施など、着実

に進められており、文化・スポーツ都市 春日井の推進に期待する。 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

７ 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標と目標値 

施策の評価 
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施策２－４ 文化芸術の振興 

(1) 文化芸術の鑑賞機会の提供（誰もが気軽に文化芸術に親しむことができる環境の充実を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

どんぐり芸術文化劇
場（廃止） 
【東部市民センター】 

文化事業を通じた地域
交流・世代間交流の活
性化を図るため、地域
住民に身近なホールに
おいて、本格的な文化
芸術に触れる機会を設
ける。 

どんぐり芸術文化劇場は、平成30年度で廃止。 
かすがい市民文化財団主催の文化事業や公演を実施し、芸術
に触れる機会を創出した。 
・レニングラード・ホテル        ５月26日（日） 
・親子わくわくプログラム  

KAKUTAのとびだす童話 ねこはしる ８月18日（日） 
・第75回春日井日曜シネマ「それだけが、僕の世界」 
                    ９月１日（日） 
・若手音楽家支援事業 ワンコインコンサート 

12月７日（土） 

事業としては廃止したが、東部
地区での文化拠点として東部
市民センターホールを利用し
た芸術鑑賞の機会を提供でき
た。また、継続して実施してお
り、参加者も多い。 
 

○ 

かすがい市民文化財
団との連携 
【文化・生涯学習課】 

かすがい市民文化財団
と連携し、文化芸術の
鑑賞機会の充実を図
る。 

かすがい市民文化財団自主事業として、美術系・舞台系・文
芸系事業を実施した。 
(1)美術系事業 
・日ペンの美子ちゃん原画展 
・一条ゆかり展        ほか 

(2)舞台系事業 
 ・松竹大歌舞伎    
 ・生で聴く“のだめカンタービレ”の音楽会100回記念公演 
 ・親子わくわくプログラム KAKUTAのとびだす童話 ね

こはしる 
 ・若手音楽家支援事業 ワンコインコンサート  
 ・演劇×自分史 カスガイ創造プロジェクト ほか 
(3)文芸系事業    
 ・公募自分史「恋した わたし」 ほか 

ジャンルの偏りなく、幅広い芸
術文化事業を展開し、市民に文
化芸術の鑑賞機会を提供でき
た。 

◎ 
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(2) 文化芸術に関する学習機会の充実（文化芸術活動に気軽に参加し活動のきっかけづくりとなる講座や学ぶ機会の充実を

図る。） 

地域に身近な会場で
の鑑賞・交流機会の
提供 
【文化・生涯学習課】 

身近な場所で文化芸術
が鑑賞でき、交流でき
る機会を提供するた
め、小学校の体育館で
のコンサートなどを開
催する。 

かすがい市民文化財団主催「かすがいどこでもアート・ドア」
を実施し、各ジャンルのアーティストを市内の保育園や公民
館等に派遣した。 
・馬場淳史（三味線）町屋ふれあいの家、岩成台保育園 
・BULL（ジャズ）押沢台集会所、西尾小学校、八事公民  
 館 
・Trio Primavera（クラシック） 勝川北部保育園、第二ひば
り幼稚園 

・Lune（クラシック）総合福祉センター大ホール、エスライ
フホール 

・Shiki’s Friends（クラシック）瑞穂保育園、上八田保育   
 園 
・井草聖二（ギター）あすなろ教室、南城中学校 
・服部哲郎（ダンス）東部市民センター 

学校や保育園、市内施設など身
近な場所で文化芸術を鑑賞で
き、交流できる機会を、未就学
児から一般まで幅広い世代に
提供した。 

◎ 

近隣美術館などとの
連携の推進 
【文化・生涯学習課】 

近隣自治体にある美術
館等などとの連携を推
進し、より展覧会など
を鑑賞しやすくする事
業を実施する。 

かすがい熟年大学の芸術文化コースにおいて、近隣美術館の
学芸員等に講師を依頼し、近隣美術館の展覧会の内容や所蔵
品等について講義を行った。 
・「近現代の美濃陶芸」岐阜県現代陶芸美術館学芸員 
・「画家が描いた日本の原風景」四日市市博物館長 
 

展覧会内容や所蔵品を知る機
会を設けることで、芸術への関
心を促すことができた。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

あ～とふるマイタウ
ン事業 
【文化・生涯学習課】 

地域の身近な場所で文
化芸術に親しめるよ
う、市内外で活躍する
芸術家等を地域の集会
所や公民館に派遣す
る。 

文化・芸術に触れる機会を提供するとともに、それぞれの地
域の身近な場所において文化・芸術に親しんでいただくため、
市内外で活躍する芸術家等を派遣する「あ～とふるマイタウ
ン（芸術家等派遣事業）」を実施した。音楽分野については、
文化財団に移管し、「かすがい どこでもアート・ドア」と
して実施した。 
・面白いで「書」（原田凍谷）２回 
・大きな筆で大きな文字を書こう（武内峰敏）２回 
・雅印を作ろう（小川大樸）１回 

書と伝統芸能の分野で身近な
場所で文化芸術を体験・鑑賞で
き、交流できる機会を提供し
た。 
毎年応募される団体も多いの
で、派遣先が偏らないよう工夫
した。 

○ 
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(3) 特色ある文化の推進（書道文化、自分史の普及・振興を図る。） 

・落語を楽しもう！（社会人落語「楽語の会」）３回 
・First Time 日本舞踊へようこそ！（踊・odori「kanyou家」）

３回 

かすがい文化フェス
ティバル 
【文化・生涯学習課
（かすがい市民文化
財団）】 

次代を担う子どもたち
が茶道、華道、日本舞
踊等の伝統文化を始め
としたさまざまな文化
に親しみ、身近に体験
できる講座を開催 す
る。 

かすがい文化フェスティバル2019 
【スペシャルDAY】 
７月28日（日） 13講座26回開催 参加者：延べ462人 

体験内容：書道、琴、大正琴、日本舞踊、三味線、着付
け、茶道、華道、水墨画、和太鼓、ギター、
木目込み人形、クラフト作りなど 

【夏休みワークショップ】 
夏休み期間中毎週開催 5回開催 参加者：延べ164人 

【夕涼みシネマ】   
８月17日（土） １回上映 参加者：415人 

幅広いジャンルの体験講座を
提供し、子育て世代に訴求する
ビジュアルイメージを打ち出
せており、参加者も1,000人を
超え、夏の恒例行事として子育
て世代に定着してきている。 

○ 

市民美術展覧会 
【文化・生涯学習課】 

市民の作品発表と鑑賞
の機会を提供するた
め、日本画、洋画、書、
彫塑工芸、写真の部門
での公募展を開催 す
る。 

市民の美術作品の発表と鑑賞の場を設けることにより、市民
の美術文化の向上を図った。 
申  込：７月２日（火）～15日（月・祝） 
展  示：８月17日（土）～25日（日） 
募集部門：日本画（水墨画を含む）、洋画（油彩・水彩・版

画等）、書（篆刻・刻字を含む）、彫塑工芸、写
真 

出品数：計703点 
鑑賞者数：10,000人以上 

市民の作品発表と鑑賞の機会
を提供した。 
出品者・鑑賞者向けのアンケー
トを行うとともに、審査会員の
意見を聞いた上で事務局の考
え方をまとめたものを会場内
に掲示するなど、市民の理解を
得る工夫を行った。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

道風展 
【文化・生涯学習課】 

春日井市で生まれたと
伝えられ、三跡の筆頭
として日本書道史上に
大きな足跡を残した小
野道風の偉業をたたえ
る、全国公募の書の展
覧会を開催する。 

本市に誕生伝説が残る平安時代の書聖・小野道風の偉業を讃
えるとともに「書のまち春日井」を全国発信し、書道文化の
振興を図る目的で全国公募の書道展を開催した。 
春日井展：10月27日（日）～11月４日（月・休） 
表彰式：11月３日（日・祝） 
ＶＲ展：10月27日（日）～12月８日（日） 
学生半紙の部巡回展：11月５日（火）～12月８日（日） 

ＪＲ春日井駅自由通路展示コーナー 

出品数の減少と比例して鑑賞
者数も減少傾向にあるが、令和
元年度よりインターネット上
で展覧会会場を公開するＶＲ
展を実施したところ、1,000件
以上のアクセスがあった。 

〇 
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一般部巡回展：１月上旬から、グルッポふじとう、西部ふれ

あいセンター、市庁舎 
募集部門：一般部 第１部漢字、第２部かな、第３部近代詩

文、第４部少字数、第５部小品、学生部 半紙、
条幅 

応募点数：一般部289点、学生部4,962点、計5,919点 

書に関する作品の展
示 
【道風記念館】 

全国的にも数少ない書
専門の美術館である道
風記念館において、収
蔵品や他施設から借用
したさまざまな書作
品・書関係資料を展示
する。 

書に関する様々な展覧会を開催した。 
(1)特別展  「川谷尚亭～神々しきその書～」 

９月６日（金）～10月14日（月・祝） 
(2)企画展  「おののとうふう～小野一族のひみつ～」 
       ７月19日（金）～９月１日（日） 
       「黒野清宇の書」 

10月18日（金）～11月４日（月・休） 
(3)館蔵品展「近現代の書【昭和・平成編】」 

４月24日（水）～７月15日（月・祝） 
      「書の魅力」11月７日（木）～２月２日（日） 
      「読んで味わう書の世界」 

２月５日（水）～４月19日（日） 
      ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため４月

11日から休館した。 
(4)第38回道風の書臨書作品展 １月10日（金）～19日（日） 

特別展「川谷尚亭」では、現代
の書に大きな影響を与えた書
家、川谷尚亭の代表作を展示し
た。特に書道界へのPRに力を入
れた。全国から著名書家が来館
し、大きな反響を得た。 

◎ 

 

自分史作品の公募 
【文化・生涯学習課
（かすがい市民文化
財団）】 

全国から出版物の寄贈
を受け入れるととも
に、作品公募事業を実
施し、優れた作品を冊
子にまとめるなど自分
史作品を収集する。 

自分史活動の振興と春日井市のPRを図り、短編の自分史作品
を公募し、作品集を製作した。 
テーマ：「恋した わたし」 
公募数：210作品 
作品集への掲載数：35作品 
 
演劇×自分史事業 

応募作品のエピソードを演劇に取り入れたワークショ
ップを開催した。 

市民ワークショップ：ﾟ21回開催 
参加者数：延べ554人 

※本番2回公演を予定していたが、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため中止した。 

より多くの人に気軽に応募し
てもらうため、400字から応募
可能にするなど応募規程を大
幅に変更。ゲスト審査員に春日
井出身の鈴掛真氏（歌人）をむ
かえた影響も大きく、若い世代
からの応募が増加。８年振りに
応募作品数が200点を超えた。 

◎ 
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(4) 郷土文化の継承及び文化財保護意識の啓発（歴史や文化財への関心を高めるとともに郷土の文化財や伝統文化の保護、

保存、活用を図る。） 

 

 

 

 

成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

文化芸術活動をしている人の割合 14.5％ 20.0％ 25.0％ 2021年度に測定 

 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

内津文化財祭 
【文化財課】 

文化財保護への理解を
深めるとともに啓発を
図るため、内々神社が
所蔵する文化財の公開
等を行う内津文化財祭
を開催する。 

豊かな内津の自然と内々神社の文化財を通して歴史を身近に
感じ、文化財への愛護意識を育むため、内津文化財祭を開催
した。エレノア・シー Jazz Trioによるジャズ演奏や、指定文
化財「御舞台」と三十六歌仙額の公開、すみれ塚解説や茶会
などを開催した。 
前年度に引き続き、JR春日井駅デジタルサイネージや市ホ
ームページで、開催をPRする動画を掲載した。 
開催日：５月12日（日） 
会 場：内々神社 
参加者：800人 

市内の貴重な文化財に親しむ
機会を提供し、文化財保護につ
いて啓発することができた。 
 

○ 

郷土芸能出前講座 
【文化財課】 

地域の郷土芸能保存会
を小学校に招き、模範
演技の披露や体験・練
習・発表を通して郷土
芸能の保存・伝承につ
いて考える機会を提供
する。 

小学生を対象に郷土芸能保存団体が地域の郷土芸能を披露
し、体験・練習・発表を通して、地域に伝わる郷土芸能の奥
深さを理解し、郷土を愛する気持ちを高めるため、郷土芸能
出前講座を実施した。 
 
開催校：坂下小学校 
開催日：11月13日(水)・20日(水)・27日（水） 
参加児童数：３年生 70人 
保存団体：出川町棒の手保存会 他３団体 

郷土芸能を体験することで、地
域の文化を知る機会を提供す
ることができた。 

○ 

成果指標と目標値 
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達成度（掲載事業数 12） 評 価 

◎ 
 

全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

４ 文化芸術事業のアウトリーチなどにより、身近な場所で芸術に触れる機会が創出されている。

また、「書のまち」「自分史」という春日井市の特色ある文化を生かした事業も着実に進められ

ている。道風展については、ＶＲといった新しい手法も取り入れ、来場できない人に対しても

芸術を鑑賞できる機会を提供できており評価できる。 

 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

８ 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

０ 

 

 

基本目標３ 学んだ成果を生かせる仕組みづくり 

施策３－１ 地域の担い手となる人材の発掘及び育成 

(1) 指導者となりうる人材の育成（地域における学習活動の活性化を図り、リーダー、ボランティアとなる人材の育成と人

材の発掘を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価  

地域をささえる人
づくり講座 
【市民活動推進課】 

区・町内会・自治会を
中心とした地域活動が
安定的かつ継続的に行
われるよう、地域リー
ダーを育成する講座を
実施する。 

区・町内会・自治会を中心とした地域活動が安定的かつ継
続的に行われるよう、地域リーダーを育成するため、地域
をささえる人づくり講座を開催した。 
実施日：２月15日（土） 
参加人数：30人 
講師：椙山女学園大学人間関係学部人間関係学科 
   教授 谷口功 

区・町内会・自治会を中心とした
市民活動団体の相互の連携や活動
の推進を図るとともに、地域活動
を継続させるための解決策を講義
やグループワークを通して学ぶこ
とができた。 

○ 

施策の評価 
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春日井安全アカデ
ミー 
【市民安全課】 

地域の安全について自
ら考えて行動し、提言
できる地域のリーダー
を育成する春日井安全
アカデミーを開催す
る。 

(1)春日井安全アカデミー 
市民として地域の安全を自分たちで考え、行動し安全で安
心して暮らせるまちづくりを目指し、防災や防犯について
学ぶ市民大学を開催した。 
７月６日（土）入学式 103人入学 
基礎教養課程 防災コース６講座、生活安全コース６講座 
専門課程   防災コース６講座、生活安全コース６講座 
12月７日（土）卒業式 90人卒業 
(2)安全・安心まちづくりボニター養成講座 
安全アカデミー基礎教養課程（生活安全・防災コース）を
修了後、専門課程を卒業した人のみを対象として養成講座
を開講した。 
開催期間：１月28日（火）～31日（金） 
上級救命講習、災害図上訓練（ＤＩＧ）、避難所運営ゲー 
ム（ＨＵＧ）、防災講話 等を実施 

受講者の防災、防犯についての情
報・知識の向上が図られ、安全・
安心まちづくりボニターの増加に
つながった。 
 

○ 

ヘルスメイト養成
講座 
【健康増進課】 

地域において、食を通
した健康づくり活動を
自主的に行う食生活改
善推進員（ヘルスメイ
ト）を養成する講座を
実施する。 

食生活改善推進員（ヘルスメイト）を養成する講座を実施
した。 
実施回数：全８回 
養成人数：10人 

参加者募集を広報９月１日号の特
集記事に掲載したことで、前年度
の倍以上のヘルスメイトを養成す
ることができた。 
 

◎ 

まなびゃ選科（サイ
ト）への講師登録 
【文化・生涯学習課】 

自分の知識や技能を他
者に教えたい人と学び
たい人を結びつけるた
め、講師を希望する人を
サイトに登録すること
を促進する。 

講師登録件数：294人（うち新規登録28人） 
アクセス件数：37,374件 
 

インターネットを通じて情報提供
するとともに、登録者を出前公民
館講座の講師として派遣し、登録
者に活動の機会を提供することが
できた。 

○ 
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(2) ボランティアの育成（地域における学習活動の活性化を図り、リーダー、ボランティアとなる人材の育成と人材の発掘

を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

グルッポふじとうに
おける地域住民サポ
ーター事業 
【ニュータウン創生
課】 

高蔵寺まなびと交流セ
ンターにおいて「地域
住民サポーター」を募
集し、地域住民との積
極的な協働による施設
運営を目指す。 

地域住民サポーター登録数 125人 
活動内容：花壇の手入れ 
・毎日の水やり 
・花の植え替え（花壇コンクール（春日井市主催）に出場） 
・グルッポふじとう敷地内案内 
・駐車場誘導・・・イベント開催時 
・図書館書架整理・・・随時 

住民協働による施設運営を行うこ
とができた。 
地域住民の繋がりの場となった。 

○ 

健康マイスター養成
講座 
【健康増進課】 

健康に関する正しい知
識を持つ「健康マイス
ター」の養成講座を開
催し、修了者のうち、
希望者はボランティア
として、市などが実施
する健康づくり事業に
参加する。 

実施期間：９月18日（水）～１月29日（水） 
会場：総合保健医療センター、保健センター、落合公園 
養成人数：27人 
講座数：10講座 

開講式/市の健康事情・生活習慣病予防について(講話) 
頭と身体の健康～認知症予防運動(講話・実技)、体力測
定・体組成検査計測結果説明（講話・測定）、歯と健
康について（講話）、ノルディックウォーキングﾞ(講話・
実習)、食生活を考える(講話・実習)、ロコモの話（講
話・実技）、押さえておきたい健康の話～腎臓から考
える健康～・血管の若返り「減塩」(講話)、安全管理・
救命講習(講話・実習)、こころの健康講座・閉講式・今
後の活動について（講話） 

健康マイスターを養成することが
できた。「お気軽運動教室」など健
康づくり事業にボランティアとし
て参加してもらうことができた。 

○ 

人材育成セミナー 
【市民活動支援セン
ター】 

ボランティアや市民活
動で活躍する人材を育
成するため、人材育成
セミナーを実施する。 

(1)市民ニーズに合った講座を開催し、市民活動を担う人
材を育成した。 
・青少年ボランティアスクール  受講者延べ95人 
・オトナのボランティアスクール 受講者延べ34人 
(2)市民活動団体のニーズに合った講座を開催し、団体を
担う人材を育成した。 
・資金獲得セミナー   受講者11人 
・組織力アップセミナー 受講者54人 
・会計セミナー     受講者３人 
・かすがい市民活動情報サイトサポート 利用者 27人 
・情報サイト活用講座  受講者６人 

新たに情報サイト活用講座を実施
し、団体のニーズに対応すること
ができた。 

○ 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

生涯学習情報サイトに登録されている講師者数 232人 260人 290人 294人 

 

 

達成度（掲載事業数 ８） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

１ 防災・防犯、健康など様々な分野でリーダー、ボランティアの人材育成が図られている。世代

を超えて人と人とがつながる地域づくりができるよう、若い世代のリーダーの育成が必要であ

る。 ○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

７ 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

０ 

 

 

情報紙「ささえ愛」 
【市民活動支援セン
ター】 

市民活動の情報を提供
するため、市内で活躍
している市民活動団体
の紹介や団体が実施す
るイベント情報を掲載
した情報誌を発行す
る。 

市内の市民活動の情報と市民活動支援センターのＰＲを
目的とした情報紙「ささえ愛」を発行した。 
発行部数：2,000部 発行回数：３回 
情報紙配布先：市内公共施設、市内小中学校、市内高等学

校、中部大学、春日井市社会福祉協議会、
愛知県、他市市民活動支援センター、春日
井郵便局、大垣共立銀行春日井支店等 

市内で活躍する市民活動団体の紹
介や団体が実施するイベント情報
を掲載した情報を周知できた。 

○ 

成果指標と目標値 

施策の評価 
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施策３－２ 学習成果を生かす機会の充実 

(1) 学習成果を発表する機会の提供（日頃の学習成果を出し合うとともに、相互交流に繋がるよう、学習成果を発表する機

会の充実を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

公民館まつり 
【公民館】 

公民館で活動する団体
が日頃の活動の成果を
発表及び展示する機会
として開催する。 

各公民館において生涯学習活動団体の学習成果の発表の
場として、公民館まつりを開催した。 
(1)中央公民館 
 発表会：２月16日（日） 
作品展、活動発表会：２月15日（土）～20日（木） 

                  （17日は休館） 
延べ参加者：1,627人 
参加団体：32団体 

(2)東部公民館   
発表会６月16日（日） 
作品展６月15日（土）、16日（日） 
延べ参加者 2,220人  参加団体 23団体 

 
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止した。   

知多公民館,鷹来公民館、坂下公民館 

生涯学習活動団体に対し活動の成
果を発表する場を提供できた。 
近隣の幼・保育園に依頼し、園児に
見学にきてもらうなど集客を図っ
たことにより、参加者の励みになっ
た。 

※
開
催
中
止
の
た
め
評
価
せ
ず 

公民館まつり 
【文化・生涯学習課】 

公民館で活動する団体
が日頃の活動の成果を
発表及び展示する機会
として開催している公
民館まつりを、広く市
民に紹介するため、全
市的な規模で開催する
ことを検討する。 

各公民館で活動する団体の日頃の学習の成果が発表でき
るよう、合同企画展を企画した。 
 
展示期間：３月20日（金・祝）～29日（日） 
場  所：知多公民館ロビー 
内  容：「…を楽しむ」をテーマに展示。各団体の活

動の様子も紹介する。 
参加団体：各公民館２団体 計10団体 
 

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。 

他施設で活動する団体との交流を
図る機会となった。 

※
開
催
中
止
の
た
め
評
価
せ
ず 



51 

 

レディヤン祭 
【男女共同参画課】 

レディヤンかすがいを
活動拠点としている利
用団体が団体活動の発
表を通して交流と親睦
を図るとともに、男女
共同参画と青少年活動
等を広く市民に啓発す
るため、レディヤン祭
を開催する。 

利用団体の活動発表を通して交流と親睦を図るととも
に、広く市民に啓発するため、「レディヤン祭」を開催
した。 
開 催 日：12月14日（土） 
開催場所：レディヤンかすがい 

 実施内容 
・利用団体活動発表 合唱、歌謡舞踊、鳴子踊り 
・体験コーナー、展示コーナー 
延べ参加者：2,000人 

今年度は他のイベントと日程が重
なり、昨年より参加者が減少した。 

△ 

ハーモニーフェステ
ィバル 
【青年の家】 

ハーモニー春日井の利
用団体が、楽器演奏な
どの練習成果の発表を
通じて団体相互の親睦
と地域住民等との交流
を図るため、フェステ
ィバルを開催する。 

利用団体や個人が日頃の成果の発表・交流の機会として
演奏を行うとともに、地元の住民や一般の来場者も楽し
めるよう、実行委員会によるフェスティバルを実施した。 
出演団体数：15団体（登録団体12、その他３） 
内   容：20回記念のため、新たにプロジェクトチーム

が結成され、春日井市の吹奏楽団、交響楽団
の他、太鼓や篠笛のコラボ演奏が最後に盛大
に行われた。 

参加人数：714人 

実行委員会を組織し開催すること
で、団体相互の親睦を図ることがで
きた。 

〇 

 

(2) 市民自らが企画した講座の開催（市民が学習で得た知識や技術を生かせるよう市民が主体となった生涯学習の推進を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

講師発掘・登用事業 
【文化・生涯学習課】 

さまざまな知識や技術
を持った市民を募集
し、応募者自らが企画
した講座の講師として
活躍する場を提供 す
る。また、登用した講
師を市主催講座で積極
的に活用する。 

応募件数：23件 
採用件数：17件 
実 施 数：17講座 
実施講座：「四季の歌」を弾こう！ギター入門、小学生

のためのプログラミング講座、人間関係を楽
しくする個性心理学講座、ＬＧＢＴって何？
いろいろな性別の形を知ろう ほか 

受講者数：464人 

市民が知識・技術を生かすことがで
きる機会を提供できた。 

○ 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

公民館まつりの参加団体数 153団体 170団体 185団体 55団体 

 

 

達成度（掲載事業数 ７） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

１ 新型コロナウイルスの影響で中止となった事業が多くある。自らが学んだ成果を発表したり、

社会に生かしたりする場があることで、さらなる学習意欲の向上や生きがいづくりにもつなが

る。インターネットを介した発表の場の提供など、個々の学びを生かすことが可能となるよう

な手法も検討されたい。 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

２ 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

３ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

１ 

出前公民館講座 
【文化・生涯学習課】 

市民に身近な場所での
学習機会の充実を図る
ため、講師発掘・登用
事業で採用した講師経
験者等を講師として、
地域の集会施設で講座
を開催する。 

実 施 数：40講座 
申請団体：地区社会福祉協議会、老人クラブ、子ども会 
実施講座：笑って楽しく認知症予防、体力・気力の弱ま

りを防ぐ 元気道場 ほか 
受講者数：1,298人 
 

市民が講師を務め、身近な場所での
学習機会の充実を図ることができ
た。積極的な周知活動を行ったこと
で、事業が認知され、講座数が大幅
に増加した。 

◎ 

かすがい市民大学
（仮称） 
【文化・生涯学習課】 

市民が講師、学生、運
営者となり市民主導の
学習機会の場となるか
すがい市民大学（仮称）
の創設について検討す
る。 

実施なし 先進事例等の調査・研究を進めると
ともに、運営を担うことができる人
材の発掘、育成についても検討を行
う必要がある。 

× 

成果指標と目標値 

施策の評価 
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施策３－３ 学習成果を生かしたまちづくりの推進 

(1) 防犯、防災など安全と安心に関する学習機会の充実（防犯・防災意識や交通安全意識の啓発、応急手当等に関する知識

や技術を身につける学習機会の充実を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

総合防災訓練 
【市民安全課】 

地震災害に対する参加
機関との相互協力体制
を確立するとともに、
市民の防災意識を高め
るため、防災訓練を実
施する。 

市・各防災関係機関・地域自主防災組織・地域住民等の
地震災害に対する相互協力体制を確立し、市民の防災意
識を高めることを目的とした、総合防災訓練を実施した。 
日  時：８月25日(日)午前７時～10時40分 
会  場：出川小学校 
参加人数：約1,800人 

参加機関との相互協力体制の確立
と、参加住民の防災意識の高揚を図
ることができた。 

◎ 

交通安全教室 
【市民安全課】 

交通安全意識を向上さ
せ交通マナーを身に付
けるため、幼児から高
齢者まで、それぞれの
発達段階やライフスタ
イルに合わせた体験・
実践型の交通安全教室
を実施する。 

市内での交通事故減少を目指し、各年齢層に応じて、交
通安全の基本となるルール、マナーの指導を行う交通安
全教室を開催した。 
実施回数： 
小学校交通安全教室      17回 
幼児交通安全教室       22回 
高齢者交通安全教室      29回 
地域等における交通安全教室  27回 
合計            95回 

※(旧)交通対策課から市民安全課に事業が移管された。 

昨年までの地域における交通安全
教室に防災と防犯を加え、広く安全
安心について学べる内容に見直し、
事業効果の向上を図った。 

◎ 

水防訓練 
【河川排水課】 

河川の決壊等の水害を
想定し、水防技術の向
上と水防体制の充実、
市民の水防に対する意
識を高めるため、水防
訓練を実施する。 

水防意識の向上を図るため、住民を交えた訓練を実施し
た。 
日  時：６月９日（日） 
場  所：勝川小学校（グラウンド及び体育館） 
内  容：水防工法訓練、冠水道路歩行体験、特殊車両

乗車体験、要配慮者体験、避難所設営体験、
救命体験、介助支援体験 

参加団体：勝川小学校区住民、春日井市、春日井市消防
本部・消防署、春日井市消防団、春日井警察
署、国土交通省庄内川河川事務所、陸上自衛
隊、春日井建設協会など 

住民参加：175人 

地元住民の参加型訓練とし、実際に
さまざまな体験することで、防災に
対する意識を高めることができた。 

○ 
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(2) 住民主体による地域課題の解決に向けた学習の支援（住民自らが地域課題に取り組み課題解決の担い手となるよう支援

する。） 

 

 

 

 

成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

学習活動を通じて身に付けた知識・技能を、地域でのまちづくりや地域の活性化のため

に生かしたい人の割合 
7.2％ 9.5％ 12.0％ 2021年度に測定 

 

 

 

 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己

評価 

地域のやる気応援事
業 
【市民活動推進課】 

地域課題の共有と解決
策を検討するワークシ
ョップの開催を支援
し、解決策の実施に係
る費用の一部を区･町
内会･自治会に対して
補助する。 

申し込みがなく、実施しなかった。 事業を実施する団体にとって、より
使いやすい制度となるよう、要綱の
整備等を行う必要がある。 

× 

生涯学習まちづくり
出前講座 
【文化・生涯学習課】 

市民等により構成され
る団体の依頼に応じ、
市職員を地域の集会施
設等に派遣し、行政情
報や施策に関する講座
を実施する。 

実 施 数：４講座 
申請団体：自治会、老人クラブ等  
実施講座：遺跡発掘から見た春日井、高蔵寺ニュータウ

ンの「これまで」と「これから」 ほか 
受講者数：91人 
 

市民に身近な場所で、市の行政情報
や施策について学ぶ場を提供でき
た。 

○ 

成果指標と目標値 
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達成度（掲載事業数 ５） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

２ 交通安全教室に防災・防犯の内容も加えるなど、複数の内容を結び付けて実施することで、多

様な学びの機会が創出されている。地域課題の解決に向けた学習機会を提供するためには、市

民に対する市からの情報発信も重要であり、発信方法の工夫が必要である。 ○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

２ 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

１ 

 

 

基本目標４ 学びを豊かにする環境づくり 

施策４－１ 身近な生涯学習関連施設の充実 

(1) 市民が利用しやすい施設の運営（市民にとって利用しやすい施設の運営を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

施設予約システム 
【文化・生涯学習課】 

インターネットで施設
の空き状況の検索や利
用予約等ができる施設
予約システムにより、
利便性の向上を図る。 

インターネットを利用してスポーツ施設や文化施設の
予約ができるあいち共同利用型施設予約システムを利
用することで、施設利用者の利便性の向上を図った。 
導入施設数：22施設 

施設の窓口に行かなくても予約が
できる環境を提供できた。 

○ 

託児付き講座 
【文化・生涯学習課】 

小さい子どもがいる人
も講座に参加できるよ
う、託児付き講座の充
実を図る。 

実 施 数：４講座 
実施講座：子どもを「叱る」と「怒る」の違いを知ろう 
     人間関係を楽しくする個性心理学講座 ほか 
受講者数：85人（託児11人） 

子育てに関する内容だけでなく、
様々なジャンルの講座で託児を行
い、子育て世代でも参加しやすい環
境を整えた。 

○ 

施策の評価 
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(2) 施設の有効活用（市民や団体が学習活動を行う場を提供する。） 

託児付き講座 
【公民館・ふれあい
センター】 

小さい子どもがいる人
も講座に参加できるよ
う、託児付き講座の充
実を図る。 

(1)公民館 
実 施 数：５講座 
実施講座： 美文字レッスン、家族が喜ぶおうちごはん 
      ほか 
受講者数：298人（託児20人） 
 (2)ふれあいセンター 
実 施 数：４講座 
実施講座：コットンパールでアクセサリーを作ろう  

ほか 
受講者数：410人（託児32人） 

小さい子どもがいる人にも参加し
やすい学習の機会を提供できた。 
託児だけでなく、「参加者以外の子
ども同伴可」とする講座も実施した
ことで、「子どもと同室にいられる
ため常に子どもに目が行き届き、安
心して受講することができた」との
感想が得られた。 

○ 

託児付き講座 
【男女共同参画課】 

小さい子どもがいる人
も講座に参加できるよ
う、託児付き講座の充
実を図る。 

実 施 数：17講座 
実施講座：子どものしつけと親のココロの整え方～これ

だけは知っておきたい子育てのポイント～、
リラックス・ヨーガ、怒りの感情と上手に向
き合うためのアンガーマネジメント ほか 

受講者数：293人（託児57人） 

講座によっては、10人を超える託児
の申込みがあり、市民ニーズへの対
応ができた。 

○ 

社会教育事業連絡調
整会議 
【文化・生涯学習課】 

各公民館、ふれあいセ
ンター等の機能の充実
を目指し、各施設にお
ける課題等を共有し、
課題解決のための協議
を行う。 

各公民館、各ふれあいセンターの機能を充実させ、施設
間の情報共有を図るため、社会教育事業連絡調整会議を
実施した。 
実 施 数：12回 

各施設の課題を共有し、自館の問題
として解決策を検討することで、各
施設の意識向上を図り、利用者の利
便性の向上を図ることができた。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

旧藤山台東小学校施
設整備 
【ニュータウン創生
課】 

旧藤山台東小学校施設
を、図書館や児童館、
地域包括支援センタ
ー、コミュニティカフ
ェ等の機能を有する地
域の拠点施設として整
備する。 

平成30年４月に多世代交流拠点施設「高蔵寺まなびと交
流センター（グルッポふじとう）」を開所した。 
・高蔵寺まちづくり株式会社（指定管理者）による管理
運営の実施 

・当施設内の図書館に授乳コーナーを設置 
・児童館に靴箱を設置 
・運動場整備に向けた設計を実施 

複合機能を持つ多世代交流拠点施
設として、当施設内において各世代
の交流が生まれている。 
図書館に授乳コーナー、児童館に靴
箱を新規設置したことにより、利用
者の利便性が向上した。 

○ 
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東部市民センター施
設活用 
【東部市民センタ
ー】 

東部市民センター図書
室の移転後の活用につ
いて、音楽や軽運動が
できる目的別のスペー
スを確保し、多様な機
能を有する地域の拠点
施設として整備する。 

セミコンサート室、第１・２音楽室、第１・２軽運動室、
多目的室を整備し、平成31年２月にリニューアルオープ
ンした。 
東部市民センター内の大垣共立銀行スペース跡地の改
修を行い、令和２年から託児スペースとして利用する。 
 
 

さらに幅広く利用できる環境を整
備した。 
 

○ 

学校体育施設の開放 
【スポーツ課】 

市民の健康増進や体力
の向上を図るため、ス
ポーツ活動の場として
市内の小中学校体育
館、中学校武道場及び
県立学校体育施設を学
校教育に支障のない範
囲で開放する。 

市立小中学校及び県立学校の体育施設を、学校教育に支
障のない範囲で地域住民等に開放することにより、市民
の健康の保持増進・体力の向上を図った。 
(1)県立学校体育施設開放 
開 放 校：県立春日井高等学校 始め８校の校庭 
利用者数：427人 
(2)小中学校体育施設開放 
開放校数：小中学校52校の体育館及び中学校15校の武道    
     場 
利用者数：295,764人 
 

学校体育施設を活用し、市民の健康
の保持増進・体力の向上の場を提供で
きた。 

○ 

松原学習センター 
【文化・生涯学習課】 

地域住民の生涯学習活
動やコミュニティ活動
の推進を図るため、松
原小学校の余裕教室を
活用し、施設の貸館や
生涯学習指導員による
講座を実施する。 

小学校の空き教室を整備し、松原中学校区の住民を対象
に貸館、講座を実施した。 
登録団体：10団体 
利用件数：303件 
利用者数：3,884人 
講 座 数：31講座 
実施講座：Ｗｏｒｄを学ぶ、仏像の魅力を味わう（入門

編）、万葉の世界、はじめてでも描けるペン
画 ほか 

受講者数：1,723人 

地域住民に対し、生涯学習団体活動
及び学びの場を提供できた。 

○ 

小学校余裕教室の開
放 
【文化・生涯学習課】 

市民の生涯学習活動の
推進とコミュニティの
育成に寄与するため、
白山小学校、牛山小学
校、石尾台小学校の余
裕教室を地域の団体に
開放する。 

子育て支援団体や生涯学習活動団体に空き教室を開放し
た。 
利用団体数：白山小学校：１団体 

牛山小学校：１団体 
石尾台小学校：３団体 

学校施設を活用し、地域住民に生涯
学習団体活動の場を提供できた。 
 

○ 
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(3) 施設の適切な維持管理（安全で快適な施設環境の充実を図る。） 

 

 

 

 

成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

公民館及びふれあいセンターなどの利用者数 545,177人 548,500人 552,000人 486,180人 

 

 

達成度（掲載事業数 11） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

０ 授乳コーナー、靴箱の設置や託児スペースの確保など、利用者の利便性向上のための取り

組みが進められ、また、計画的な施設修繕や管理運営等が適切に行われており、生涯学習活動

を行う環境を維持できている。利用者ニーズと予算のバランスが苦しいと思われるが、よ

り安全で快適な施設環境の充実が図られるような施設運営が望まれる。 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

11 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

０ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価  

計画的な修繕 
【公民館、ふれあいセ
ンター等】 

施設の定期的な点検を
行い、劣化状況等を把握
するとともに、施設保全
計画に基づき、計画的な
修繕を実施する。 
 

中央公民館クレーコート改修工事 
中央公民館非常用発電機取替工事 
鷹来公民館非常放送設備改修工事 
坂下公民館第１駐車場改修工事、 
坂下公民館ビルトインコンロ・オーブン取替工事 
青年の家コミュニティホール空調機設置工事 
青少年女性センター空調設備機器修繕    ほか 

個別施設計画に沿って施設改修等
を適切に実施し、生涯学習活動を行
う環境を維持した。 
 

○ 

成果指標と目標値 

施策の評価 
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施策４－２ 自主的な学習活動への支援 

(1) 図書館・図書室の充実（市民の自主的・自発的な学習活動を活性化する。） 

 

(2) ＩＣＴを活用した学習の推進（市民の自主的・自発的な学習活動を活性化する。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

図書資料の充実 
【図書館】 

利用者のニーズに応じ
た図書資料の充実に努
めるとともに、地域性
や利用者ニーズ等を配
慮した排架に努め、利
用しやすい環境を整え
ます。 

市民のニーズ、社会情勢の変化に対応し、幅広い分野か
ら資料選定を行い、図書館（室）の資料の継続的な充実
を図った。 
図書の蔵書数(冊) 
春日井市図書館        596,033冊 
高蔵寺まなびと交流センター図書館  76,722冊 
味美ふれあいセンター始め９図書室  104,076冊 

合計  776,831冊    

地域性のある特色を持った蔵書構
成となるよう留意し、郷土や書道に
関する資料については積極的に収
集を行った。 
また、各図書室の資料の充実を図っ
た。 

○ 

ティーンズサービス
の充実 
【図書館】 
 
※事業名変更 

中学生・高校生（10代）
の利用促進を図るた
め、ＴＣ（ティーンズ
コーナー）通信を発行
するとともに、中学
生・高校生の意見を取
り入れながらサービス
の充実を図る。 

ＴＣ通信発行 年６回 
ＴＣ蔵書の拡充 
 H30年度末5,328冊→R01年度末5,430冊 
中学生向け読書講座(10代の未来さがし講座) 
開催日：2月29日（土） 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。 

新たな事業として、中部大学と連携し
た講座を企画し、中学生に対して学習
機会の提供を図った。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

ｅラーニングの普
及・啓発 
【文化・生涯学習課】 

忙しくて学習活動に取
り組めない市民の学習
機会の拡大に向け、い
つでもどこでも学ぶこ
とができるｅラーニン
グの普及・啓発を図る。 

動画配信等による講座の実施について検討した。 
 

市民ニーズの把握を行い、先進事
例、情報機器等の情報を収集し、研
究を進める。 

× 
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(3) 生涯学習活動団体への活動支援（地域の活力向上や市民の多様な学習活動の活性化を図る。） 

遠隔生涯学習講座の
導入 
【文化・生涯学習課】 

コンピューターネット
ワークを活用し、講座
が開催される会場まで
来ることが困難な方で
も、別会場で同一の内
容の講座が受けられる
仕組みづくりを検討す
る。 

実施なし 市民ニーズの把握を行い、先進事
例、情報機器等の情報を収集し、研
究を進める。 

× 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価  

生涯学習活動団体へ
の支援 
【公民館・ふれあいセ
ンター】 

一定の要件を充たした
生涯学習に関する事業
及び活動を行う団体を
認定することで、公民
館等の使用料を減免す
るとともに、団体同士
の交流を促進する。 
 

生涯学習活動団体等 
 公民館       285団体 4,355人 
 ふれあいセンター  203団体 3,091人 
 青年の家       66団体   834人 
 市民活動支援センター 18団体  226人 
 レディヤンかすがい 142団体 5,167人 
 
使用料減免のほか、公民館まつり等での活動見学会の実
施やＰＲポスターの掲示、活動団体が講師を務める講座
などを実施し、活動を支援した。 

公民館利用団体が講師となる入門
講座「市民による市民のためのチャ
レンジ講座」により、多くの利用団
体が開催し、団体会員のスキルアッ
プにつながった。 

○ 

文化スポーツイベン
ト補助金 
【スポーツ課】 

個人及び文化・スポー
ツ活動団体が、全国的
規模で開催する公演の
実施や全国的規模のス
ポーツ大会に出場した
際等に、補助金を交付
する。 

スポーツの振興及び競技力の向上を図るため、国際大
会・全国大会に出場した選手に文化スポーツイベント補
助金を交付した。 
・国際大会出場補助：個人 12件、団体 ０件 
・全国大会出場補助：個人 175件、団体 10件 
・全国大会開催補助：１件（第29回全国高等学校剣道選 

抜大会） 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、大会は中
止となったが、準備等でかかった経費の補助を行っ
た。 

※より公平公正な補助金交付のため、交付要綱を一
部改正した。 

全国的規模で開催する大会の実施
や全国的規模のスポーツ大会への
出場等を支援した。 

○ 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

生涯学習活動団体の会員数 14,868人 15,000人 15,000人 13,757人 

 

 

 

 

文化スポーツイベン
ト補助金 
【文化・生涯学習課】 

個人及び文化・スポー
ツ活動団体が、全国的
規模で開催する公演の
実施や全国的規模のス
ポーツ大会に出場した
際等に、補助金を交付
する。 

文化芸術の振興を図るため、国際的、広域的文化交流事
業の開催、国際文化交流事業及び国内での文化事業への
参加に対し、補助金を交付した。 
・文化的事業の開催    １件 
・国内での文化事業参加 計３件 
  団体：２件（転輪太鼓、中部中学校吹奏楽部） 
  個人：２件（愛工大名電高校吹奏楽部員、名古屋南

高校吹奏楽部員）※春日井市在住者 
・国際文化交流事業    ０件 

※より公平公正な補助金交付のため、交付要綱を一
部改正した。 

全国的規模の音楽コンクールへの
出場等を支援した。 
 

○ 

春日井市スポーツ協
会運営費補助金 
【スポーツ課】 

スポーツ協会の運営
や、学校区体育振興会
を含む加盟団体の育
成、各加盟団体が行う
スポーツ教室等の助成
を通して地域のスポー
ツ振興を図るため、ス
ポーツ協会に補助金を
交付する。 

スポーツ協会の運営や加盟40団体の育成、各競技団体が
行うスポーツ教室等を助成し、スポーツの振興を図った。 
(1)市民体育大会総合開会式においてスポーツ協会表彰
式を開催 

優秀表彰 個人７人 団体１団体 
一般表彰 個人７人 

(2)各競技団体が行う事業 
スポーツ教室、選手派遣及び育成事業、団体主催事
業 ほか 

各加盟団体への助成・支援を行っ
た。 

○ 

成果指標と目標値 
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達成度（掲載事業数 ） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

０ 生涯学習活動団体の活動が活性化し、より多くの市民が生涯学習に取り組むことができるよう

支援の継続に期待する。 

ＩＣＴの活用は、市民の学習機会を広げるものとして有効なツールの一つであるため、さらな

る調査、研究を進められたい。 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

６ 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

２ 

 

 

施策４－３ 関係機関とのネットワークの構築 

(1) 大学や企業などとの連携強化（市民の学習ニーズに対応し、様々な学習活動を総合的・体系的に推進するため、高等教

育機関、民間団体、企業、近隣自治体とのネットワークの強化を図る。） 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

大学連携講座 
【文化・生涯学習課】 

市民の多様化する学習
ニーズに応えるため、
大学が持つ優れた人材
と設備を活用し、高度
な内容の講座を実施す
る。 

中部大学や名城大学など近隣の大学と連携し、公共施設
での講座だけではなく、大学施設を利用した実習講座や
子ども向けの体験講座等を実施した。 
実 施 数：16講座 
実施講座：基礎から学ぶ栽培技術、テングザルを追って

ジャングルへ～森と僕らの不思議な関係～、
暮らしの中の沖縄文化 ほか 

受講者数：794人 
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため２講座を中止
した。 

近隣の大学との連携により、優れた
人材と設備を活用し、高度な学びの
機会を提供できた。 

○ 

施策の評価 
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(2) 近隣自治体との連携強化（市民の学習ニーズに対応し、様々な学習活動を総合的・体系的に推進するため、高等教育機

関、民間団体、企業、近隣自治体とのネットワークの強化を図る。） 

 

 

 

 

民間団体・企業との
連携 
【公民館・ふれあい
センター】 

民間団体や企業が持つ
知識やノウハウを活用
するため、講座への講
師として派遣を要請す
るなど連携を図る。 

(1)公民館 
実 施 数：33講座 
実施講座：シニアのための持ち込みタブレット入門、緑

のカーテン講座、子ども向けロボットプログ
ラミング教室 ほか 

受講者数：1,909人 
連 携 先：（公財）春日井スポーツ・ふれあい財団、NPO

法人けやきフォーラム、尾張農業協同組合、
㈱ブランシェ ほか 

(2)ふれあいセンター 
実 施 数：20講座 
実施講座：ワンランクアップ！おいしいコーヒーの入れ

方講座、シェフが教える男の料理 ほか 
受講者数：924人 
連 携 先：（公財）春日井スポーツ・ふれあい財団、NPO

法人けやきフォーラム、ホテルプラザ勝川 
ほか 

地元企業が講師となる講座を企画
することで、地元企業との連携がさ
らに強めることができた。 

○ 

事業名 事業概要 令和元年度の実施内容・実績 
事業実施の成果 

特記事項 

自己 

評価 

愛日社会教育担当者
連絡会 
【文化・生涯学習課】 

近隣市町との連携や情
報共有を図るため、小牧
市や瀬戸市を始め 11 市
町で構成された愛日社
会教育担当者連絡会に
参加する。 

５月、８月、１月に開催した愛日社会教育担当者連絡会
に出席し、情報交換を行った。 
５月：名古屋市三の丸庁舎 
８月：尾張旭市（尾張旭市事例発表、情報交換会） 
１月：瀬戸市（瀬戸市事例発表、施設見学） 
 

連絡会に参加し、担当者の見識を深
めるとともに、生涯学習の課題等に
ついて情報交換を行うことができ
た。 

○ 
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成果指標 
現状値 目標値 実績値 

2016年度 2021年度 2026年度 2019年度 

大学連携講座の講座数 17講座 20講座 24講座 16講座 

 

 

達成度（掲載事業数 ３） 評 価 

◎ 
全般的に想定した以上の成果が
得られた。 

０ 大学や民間企業、NPO 法人など、それぞれが得意とする分野で連携し、市民のニーズに合わせ

た学習機会が提供できるよう、さらに連携を深める取り組みに期待する。 

○ 
全般的に、概ね想定した成果が
得られた。 

３ 

△ 
想定した目標に到達できなかっ
たところがあった。 

０ 

× 
全般的に想定した目標に到達で
きなかった。 

０ 

 

 

◆推進計画全体（計画期間２年目）の評価 

ライフステージに応じた学習機会や現代的・社会的課題に対応した学習機会の提供、文化・スポーツの振興など、各種事業は概ね

良好に実施されており、生涯学習を通じたまちづくりが推進されている。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業を休止せざるを得ないなど大きな影響が出ているが、市民のニーズを的確に捉え、

これまでの手法に加え、ＩＣＴを活用するなど、新たな切り口による学ぶ機会の創出が望まれる。 

成果指標と目標値 

施策の評価 
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